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平成6年度市制施行40周年 
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救
急
訓
練
に
全
力
投
球
 

毎
年
、
九
月
九
日
は
「
救
急
の
月
 
で
す
。
こ
の
日
を
含
む

一
週

間
は
「
救
急
医
療
週
間
」
で
す
。
 

五
所
川
原
市
の
昨
年
中
の
救
急
車
出
動
件
数
は

（
台数
三
台
）
九
 

「
一
九件
、
 一
日
平
均
ニ
・
六
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
ム目
は

消
防
署
の
救
急
隊
員
（
十
八
名
）
の
日
頃
の
訓
練
を
紹
介
し
な
が
ら

救
急
車
の
正
し
い
使
い
方
な
ど
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
 

設備点検OK 出動／ 

〒ーー  

車内の応急設備 

救急車へ搬入前の応急手当 

救
急
車
と
は
 

一
刻
を
争
う
急
病
人
、
ケ
ガ
人

を
、
救
急
隊
員
が
、
応
急
処
置
を

施
し
な
が
ら
病
院
（
運
ぶ
車
で
す
。
 

そ
の
た
め
、
単
な
る
発
熱
、
鼻
血
、
 

す
り
傷
な
ど
、
緊
急
性
の
な
い
時

は
要
請
を
し
な
い
よ
う
、
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

休
日
や
夜
間
で
の
医
療
機
関
の

照
会
は
、
次
の
電
話
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
 

【
夜
間
の
医
療
機
関
照
会
電
話
 

一
消
防
署
内
台
三
四
ー四
九
九
九
 

救
急
車
の
呼
び
方
 

局
番
な
し
の
、
 
一
九
通
報

を
し
ま
す
と
、
 「火
事
で
す
か
？

救
急
で
す
か
？
」
と
応
答
が
あ
り

ま
す
。
 

町
名
、
番
地
、
氏
名
、
場
所
、
 

団
地
や
ア
パ
ー
ト
の
場
合
は
、
〇

棟
（
荘
）
〇
階
、
〇
号
と
、
は
っ

き
り
告
げ
て
く
だ
さ
い
。
 

道
路
等
で
の
事
故
な
ど
の
時
は

道
路
名
、交
差
点
名
、
で
き
れ
ば
ケ

ガ
人
の
人
数
も
告
げ
て
く
だ
さ
い
。
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ど
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
付
近

に
目
立
つ
も
の
が
あ
れ
ば
、
お
知
 

車
内
で

の
応
急

手
当
 

応
急
手
当
の
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会
 

ピ
ー
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、
ピ
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と
、
毎

日
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
サ
イ
レ
ン

の
音
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救
急
車
が
現
場
ま
で
到
着
す
る

時
間
は
、全
国
平
均
で
五
5
七
分
。
 

こ
の
間
が
生
死
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分
れ
目
と
な
る

大
事
な
時
間
で
す
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会
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し
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ま
す
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、
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も
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を
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す
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救
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車
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で
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だ
さ
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え
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、
 

'94くらしと趣味の教室 
ジャスト・トウ・トライ 
「試す時は今、若い力と可能性」 

受講料 無酬斗（但し、1オ米斗代は本人負担） 

受講時間 午後 6時30分～8時30分 

期間 後期 9月 1日（木）-11月18日（金）まで 

申し込み、次第順次受講できます。 

申し込み先 勤労青少年ホーム 電34 - 3602 

教 室 名 
月 	 日 

9月 10月 11月 

料 理 教 室
陶 芸 教 室
茶 道 教 室
は が き 絵 
（火曜日） 

6 日 4 日 8 日 

13日 1 1日 15日 

20日 1 8 日 

27 日 25 日 

社交ダンス 

（水曜日） 

7 日 5 日 9 日 

14日 12日 16日 

21日 19日 

28 日 26日 

着 	イ寸 	け 
筆 ペ ン 字 

い け ば な 
（木曜日） 

1 日 6 日 1 0 日 

8 日 1 3 日 1 7 日 

22 日 20日 

29 日 27 日 

組 	ひ 	も 

手 	芸 

（金曜日） 

2 日 7 日 1 1日 

9 日 14日 1 8 日 

16日 21日 

30日 28 日 

いいお話にふれて 
家族の安全を守りましょう 

交通安全大学 

演題 「これからの交通安全について

講師 星 忠通（安全教育研究所長） 

日時 9月27日 （火曜日）入場無料 

午後 1時30分～ 

交通巡視員の皆さんによる、交通 

安 寸劇もあります。 

場戸斤 ふるさと交I流圏民センター 

主催 五所川原交通安全協会 

講師プロフィール 

ニューョーク大学大学院

で、交通安全教育学を専攻。 

同大学院修了後、多摩美術

大学：（人間工学）、武蔵野女 

f短大（安全教育）、 日本大

学（心理学）で講師を歴任。 

日本児童安全学会監事。 

＜ためになるお調  
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「これからの交通安全について

星 忠通 (安全教育研究所長)

9 )=.127卜1 (火曜 t:J) 入場無料

午後 1時30分~

交通巡視員の持さんによる、交通

安全寸劇lもあります。

ふるさと交流圏民センタ一

五所川原交通安全協会

|講師プロフ ィール |

ニューヨーク大学大学院

で、交通安全教育学を専攻。

同大学院修了後、多摩美術

大学(人間工学)、武蔵野女

チ短大(安全教育上円本大

学 (心叫学)で講師を隈任。

日本児童安全学会監事。

(ためになるお話〉
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義i芙・行事 
今年五所川原市は、昭和29年10月 

1 日に市制を施行して以来、40周年

を迎え、各種記念事業を行うことと

なりましたのでご紹介します。 

豊かな高齢化社会を
考える県民の集い 

青森県、五所
川原市 

平成 6年 
11月11日 

ふるさと交流
圏民センター 

豊かで住みよい活力のある
高齢化社会を築くため、家
庭、地域社会、職場等で支
え合う高齢化社会を課題と
した県民の集いを開催する。 

青森県統計大会 青森県、青森
県統計協会 

平成 6年 
10月19日 

ふるさと交流
圏民センター 

統計思想の啓蒙、啓発並び
に統計関係者て刀意識の高揚
と知識・技能の相互啓発を
図る。 

郷土をっくった先覚
者顕彰 

五所川原市 平成 6年 
10月1日 

ふるさと交I流
圏民センター 

郷土の発展に尽くされた先
覚者を称え、今後の街づく
りに資するものとする。 

40) 年記念 
ゴミ袋の配布 

五所川原市 平成6年 
9月14日 

市内全域 ゴミ袋を通して環境の美化
にっレいて市民とともに話し
合う 

《民間主導》 

記念 事業 名 主 催 者 開 催 日 開催場所 開 催 （設置） 趣 旨 

女子部の井戸 五所川原商工
会議所青年部 

平成 6年 
9月予定 

五所川原市字
川端町 

魅力ある街づく りの一環と
して歴史的に価値のある女
子部の井戸を復元する。 

第 9回西北五合唱祭 五所川原市 
合唱連盟 

平成 6年 
10月30日 

ふるさと交流
圏民センタ一ー 

西北五の合唱団体を一堂に
集めて合唱フエステイバル
を開催し、土也域の音楽の向
上を図る。 

奥津軽で第九を 津
ひ
 
軽
び
 
に
か
 
第
せ
 
九

る
 

奥
を
会
 

平成 6年 
12月 4 日 
14時 

ふるさと交流
圏民センター 

新しい圏民センターで美し
い津軽平野と岩木山を背に
第九をひびかせる。 

フリー一マーケッ トの
開催 

所リ
ト
 
川
一

実
 
原

マ
行
 
家
一
委
 
族
ケ

員
 

五
フ
ッ
会
 

平成6年 
9月15日 

岩木川河川敷 フリーマーケット参加料を
ボランテイア資金とすると
ともに、市民交I充の場とす
る。 

市制40周年記念セー 
ノレ 

五所川原商人
まっり実行委
員会 

平成6年 
9月 9 日～ 

9月15日 

中心商店街 商店街と市民が交流するこ
とによって商店街の活性化
を図る。 

まちじゆう展覧会 商店街活‘性化
市民懇談会 

平成 6年 
7月30日～ 

中心商店街 小学生の絵や版i亘iiを商店街
に展示することによって商
店街と市民との交I流を強め
商店街の活性化を支援する。 

津軽鉄道体験乗車 津軽鉄道活性
化協議会 

平成 6年 
9月 2 日 

津軽鉄道 子供達に津軽鉄道の印象を
絵や版画にしてもらい、道
路や交通機関を通して地」或
発展の歴史を理解してもら
う。 

この他に次の事業・行事が市制施行40周年を記念して行われました。 

ン五所川原市民植樹祭 豊かな環境づくりと緑化思想の普及につとめました。 (6月12日） 

> '94オリンピックデーラン五所川原大会 オリンピックデーを記念し、オリンピック出場選手と、市民と一緒に走りました。(7月23日） 

ン中学生、教育関係者親善訪中 北京・西安・上海の各都市を訪問し日中両国の友好親善を図りました。(7月27日～ 8月 3 日） 

ン青森県民体育大会 県民の体力増進と、競技力の向上につとめました。 (8月27日～28日） 

平成6年9月 1日 4 

事業・行事
今年五所川原市は、昭和29年10月

1日に市制を施行して以来、 40周年

を迎え、各種記念事業を行うことと

なりまし たのでご紹介し ます。

11:明治な高齢化社会を jtf森県、1j~所 平成 611コ ふるさと火:iJfcYJJ:かで'1Jみよし吋円ノJのある
考える県民の集い ) 11 Jぷdf 11)]1111 !巻IL(センター [:"J齢化宇|会を築くため、家

j丘、地域社会 、職場等で支:
え介う高齢化社会を斜地ーと
したJ!，~L(の集レ、を凶作ilする。

青森県統計六会 l 1j1方3升$4〈ノ11 T〈1、 t 41』方y司ホ£、 斗乙)j父6'1'. ふるさと交流 統 111-}品位1の砕袋、 1浮づ在校び
LLL統計協会 10)J 1911 圏L己センター に統計関係有の芯:識の ，:石船

と知識 ・技能のね1ft:!詐発を
l火lる。

郷土をつく った先党 .:Ei..p]r) 11 JJ.i( 1"'1) 司王)j.X:6勾主 ふるさと交流 剣けての苦êMにh~ く さ オもた先
者顕彰 10)-J 1 11 圏民センター 党才;ーを彩"え、今後の街づく

りに資するものとする。

40)司iF言己念: 五所川出r!i 王手1或 611壬 r¥i内全j或 ゴミ袋を通して邸ぢEの美化
ゴミ袋の配布 9凡 1411 について市民とともに話し

tA主つp 

《民間主導》

記念事業名 主 4雀 者 開 4雀 日 開催場所 開催〈設置〉趣旨

女子部の井戸 五月斤川原商工 エjL)J'x:6 {:J主 五所川原市字 魅力ある街づくりの一段と
会議所青年育1I 9FJ予定 ) 11立品)f[fT して歴史的に価値のある女

チtmの;J-I二戸を復元する。
第 9回西北五合/1日祭 五所川原市 ヰL)J.X:6 '-1二 ふるさと交流 1m北五のfTn円fFl体 を一堂に

合明連盟 10月30日 圏民センター 集めて合唱フェステ ィパノレ
を開催し、地域の背楽の同j
上を区|る。

奥津軽で、第九を 奥津軽に第九 王手万父 6イ1主 ふるさと交流 新しい圏民センターで美し

をひびかせる 12月 4日 圏民センター い津軽平野と耕木111を汗に
dτzh zt 14日寺 第九をひびかせる。

フリーマーケットの 五所川原家族 平成 61:1三 岩オて)11 i"J)山政 フリーマーケット参加料を
防jイ佳 フリーマーケ 9月15日 ボ ランティア資金とすると

ット英行委員 ともに、市民交流の場とす
τ4E〉三、 る。

市街IJ40周年記念セー 五所川原商人 平成6年 中心商J8街 商1吉街と市民が交流するこ
/レ まつり実行委 9月 9日~ とによ って商居街の情性化

員会 9月15日 を伝iる。

まちじゅう展覧会 商1苫街活性化 斗Z万ot6 1:Fー 中心商p干街 小学生の絵や版画を商問街

市民懇談会 7月30日~ に展示することによ って商
府街と市民との交流を強め
商居街の活性化を支援する。

津軽鉄道体験乗車 津軽鉄道活性 平成6年 津軽鉄道 子供達に津軽鉄道の印象を

化協議会 9月 21二l 絵や版画にしてもらい、道
路や交通機闘を通して地域
発展の歴史を理解してもら
つ。

この他に次の事業 ・行事が市制施行40周年を記念して行われました。

[>五所川原市民植樹祭 豊かな環境づくりと緑化思想の普及につとめました。 (6月12日)

じ>'94オリンピックデーラン五所川原大会 オリンピyクデーを記念し、オリンピック出場選手と市民と一緒に走りました。(7月23日)

[>中学生、教育関係者親善訪中 北京 ・西安・上海の各都市を訪問し日中両国の友好親善を図りました。(7 月 27 日 ~8 月 3 日)

[>青森県民体育大会 県民の体力増進と、競技力の向上につとめました。 (8 月 27 日 ~28 日)

平成6年9fl 1日 4 



T/i)YJJff4 0周年記念 
1）記念事業 

記 念 事 業 名 主 催 者 開 催 日 開催（設置）場所 開 催（設置）趣 旨 

ふるさと交流圏民セ
ンターの完成 

ふるさと交流 
圏民センター 
一部事務組合 

耳勾戎 6 年 
10月1日 

ふるさと交流
圏民センター 

西北五圏域の活発な文化活
重力と、新しい圏域文化の創
造の拠点とする。 

重要文化財 
り日平山家住宅」 

環境整備i事業の実施 

五所川原市 平成 6年度 
~8年度 

五所川原市 
大字湊 

旧平山家住宅とその周辺の
整備を図るとともに、隣接
する歴史民俗資米槍官や既存
の堰を一体的に整備iし、観
光、文化の振興を図る。 

五所川原美術館建設
事業の推進 

五所川原市 平成11年9 月 
完成予定 
（市制45周年） 

虫送りの里 
地内 

先達の輝かしい業績をたた
えるとともに、美術を通じ、 
文化の香り高く うるおいの
あるまち一づく りを図る。 

五所川原市史 
「文化財編」 
「史半斗編III（上）」の 
発刊 

五所川原市 「文化財編」 
6年10月 1日 
刊行・出版 
「史半＋編 n 

（上）」 
6年12月 1日 
出版 

市史編纂室 ①五所川原市史は、「未来を
過去の視座から見通す」 と
いう基本精神をもって編纂
にあたるものとする。 
②日本北方地域史として位： 
置づける。 

社団法人五所川原観
光協会の発足 

社団法人 
五所川原， 

観光協会 

平成 6年9月 歴史、 文化、 レクリエーシ
ョン、 自然保護、 さらに産
業開発に結てJレっけた総合的
な観光都市づく りの牽引者
として組織する。 

まちづく り 
500人委員会 

五所川原市 平成6 弁三 	手：火 ふるさと交滞充
圏民センター 

彩和寺代に向けた「小さな世
界都市」づく りのビジョン
を大きく前進させるために、 
市民カ勃お互いにスクラムを
くみ．「真に豊かな五所川原」 
を築くための提言をする。 

産業技術高度化振興
会の設立 

i-il二所川原商 I- 
会議所 
（事務局） 

平成 6年10月 平成 6年10月の大学創立10 
周年を契機に、中弘南黒に
も参加していただいて、津
軽全体の産学官が一体とな
った振興会を設立する。 

2）記念行事《行政主導》 

記 念 事 業 名 主 催 者 開 催 日 開催（設置）場所 開 催（設置）趣 旨 

虫送りフオーラムの フ
行
教
五

編
告
  

r
 オ
委
育
所
集
者

虫

一
員
委
川
委
で

り
ム
く
会
市
と
成

送
ラ
会
員
原
員
構
  

J
実
市

、
史
報

う
 

平成 6年 ふるさと交冴i 「虫送り」は、全国的にも 
開催 10月 8 日 圏民センター 貴重な存在であり、 このた 

びの 『五勇刷リ原市史』 では 
じめて民俗調査のJ戎果が市 
民の目に触れることができ 
た。 当フオーラムは、「虫送 
り」を多面的に解明し、4寺 
質を導き出し、本市の未来 
を展望する契機としたい。 

土

、
ン
実
 

青
半

ュ
員
  

、
軽
ジ
委
 

国
県
シ

ム
 

庁
津
ポ

行
 

森
島
ウ

会
 

平J戎 6年10月 ふるさと交冴i 全国231tj 域が、半島振興対 「半島活性化シンポ 
ジュウム’94 in 津軽」 
の開催 

20日一-21日
プレイべント 

圏民センター 策実施地域の指定をうけて
いる。今後の半島地域の課 

9月14日木造町 題、発展の方向等にっいて、 
9月21日金木町 また、半島i柳或の振興の契 
9月28日中里町 機とすることを目的に開催 
課題提出 する。 
生活 観光 
産業 

5 平成 6年9 月 1日 

市制施行40周年記念
1)記念事業

記念事業名 主 4雀 者 開 4雀 日 開催(設置)場所 開催(設置〉趣旨

ふるさと交流WI民セ ふるさと交流 lJZ)iJと6主ド ふるさと交iJfE 川北五岡域の活発な文化活
ンターの完成 幽民センター 10JJ 1 11 附民センター 通hと、 来rrしレ、匿IJ1lxヌ;イヒのuリ

官II'JI:務組合 造の拠点とする。

if1.要文化財 h:厄11'}11 )J~( 市 平成6年度 干王月11'} 11 )!'u!i 111平 111家住宅とその周辺の
r ILI平 111家住宅」 ~8 作ーj支 大r{こ波 韓併iIを図るとともに、隣接
環境務官iii'1τ栄一の火花 する歴史民俗資料館や既存

の版を一体的に整備し、観
光 、文化の振興を1;;<1る。

h:所川 )J~( Jé初、泌氏建設 1，:月11'}11 )Jl(けf 司王)-&11壬|ミ9刀 111孟二りのむ 先達の輝かしい業結をたた
， J~業の推進 完成予定 !t包F人j えるとともに、美術を通じ、

(r1 jf行IJ45)再j壬ド) 文化の芥り向くうるおいの
あるまちづくりを阿る。

1，:月Ir}111原「行史 [，:l5Jr} IIIJ?: rI i 「文化財布II~J rli史制纂手: ① h所川1JJl(市史は、 「未来を
「文化財制」 6 il三10月 1I1 過去の視座から見通す」と
「史料秘in (十ー)J の 刊行./[¥版 いう法木村1'IIJをもって編纂
づ1HIJ 「史料制日 にあたるものとする。

( 1-.) J ② I1本」ヒノJ地域史として枕
6什二12Jl1仁l 置づける。
/1¥fJi 

n卜川法人 luiJr}ll原観 宇1:卜tl法人 -'Fζ)JJ乙6チド 9)こl 歴史、文化、 レクリェーシ
光協会の発足 Ir:月斤}llJhl ヨン、 tl然科呆正袋、 さらに両空

観光協会 業開発に結びつけた総合的
な観光都市っくりの爺引者
として組織する。

まちづくり h:tiJ1'} 111以r1i 平成6年 秋 ふるさと交流 新附にに向けた「ノトさな~"~ I 
500人委品会 閤民センター めlfi'11イ七 づくりのビジョン

を大きく前進させるために、
市民がお互いにスクラムを
くみ「真に世かな3i月刊IIJjf、」
を築くための提言をする。

l~i企業技術品度化振興 1，"./リけ11)J;ll1'fj 1. 、IZh父6干nOJJ 平成 6年 10月の大学創立10
:L;: 心〆γノ、、、叫一てt三Lヲ0J4ζしL、'f.. ゴでぷ'~/ijí f古J:tドを契機に、 LJ'弘南黙に

( 'Jq'j<j)，，)) も参加していただいて、津
4年全体の産学官が一体とな
った振興会を設立する。

2)記念行事 《行政主導》
記念事業名 主 催 者 開 4雀 日 開催(設置)場所 開催(設置〉趣旨

虫送りフォーフムの r!:lJ，送り」フ 平成6年 ふるさと交流 「虫送り」は、今:1):1白勺にも
IJ~1 イ十tk オーラム実行 10月 8I1 圏民センター 立屯な存紅であり ‘ このた

委品会(r!i教 ひくの「五所川原市史」では
育委員会、 五 じめて民俗調査の成果が市
所川 )Jj(ャ1i史車両ff1 民 の円に触れることができ
集委員と報告 た。当フォーラムは、「虫送
イ斤で十位1戊) り」を多[flI的に解明し、利一=

't1を導き 11¥し、本r11の未氷ー
をj民望する契機としたい。

r 、 1 '-. ，I; .j l ， ~.'~'t1ヒシンホ |五11:庁、 占三森 斗l.)&6 if10)J ふるさと交流 令:1正1231也J或が、 、作品t反興3女、l
ジュウム'94i n fl1:!lf宅J Y-I~、津峰、 1". ，1;む 2011 ~21 t:l 俸はとセンター 策;J.こ:施地域の指定をうけて
の1)"1俗 シンホジュウ プレイベント いる。今後の半品地.l):!皮の謀

ムJ.;一行委員会 9) J 14 U木造111J 題、発展のノプ同l等について、
9凡2111金木111J また.、作品地域の振興の契
9 JJ 28日刊IEf!_11I J 機とすることを目的に開催
制組提/1¥ する。
IU丹 itJυ'(;
Ni_:業

5 'V./，Ji:6W9月 111
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久
‘a
‘

一
 

王
鵬
」
 

曾

意
の
花
か
ご
ロ
 ー
ど

う
も
あ

り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
 

⑥
く
る
み
園
へ
 

〇
第
五
民
生
委
員
協
議
会

（小
野
稔
代
表
）
廿
バ
ナ
ナ
三
箱
。
 

〇
青
森
県
納
豆
協
同
組
合

（工
藤
一
男
代
表
）
廿
納
豆
九
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
 

〇
藻
川
む
つ
み
会

（外
崎
武
男
代
表
他
十
一
名
）
廿
民
謡
・
歌
謡
・
手踊
。
 

＠
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
 

〇
公
明
党
五
所
川
原
支
部

（平
山
秀
直
代
表
）

廿
石
鹸
二
百
個

・
タ
オ
ル
 

二
百
枚
。
 

全
国
ジ
ュ

ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
図
 

見
事
「
あ
お
ぞ
ら
賞
」
に
輝
く
 

紅
離
議
難鶏
鷺勲
五
所
川
原
少
年
少
女
合
唱
団
 

平
和

へ
の
願
い

新
た
に
 

五
所
川
原
市
戦
没
者
慰
霊
祭
 

正午の時報を合図に全員が黙薦 

八
月
六
、
七
日
の
両
日
、
東
京

都

・
府
中
の
森
芸
術
劇
場
ど
り

ー
 

む
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
全
日
本

ジ
ュ
ー
ーア
コ
ー
ラ
ス
・
フ
エ
ス
テ

ィ
バ
ル
加
（
第
八
回
少
年
少
女
合

唱
祭
全
国
大
会
）
で
、
五
所
川
原

少
年
少
女
合
唱
団

（
田中
美
歩
団

長
、
団
員
八
ト
五
人
）
が
、
見
事
 
 

あ
お
ぞ
ら
賞

（
優
秀
団体
賞
）
に

輝
き
ま
し
た
。
 

フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
全
国

か
ら
選
ば
れ
た
、
地
域
で
コ
ー
ラ

ス
を
楽
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
 

（
小
中高
生
）
二
十
四
団
体
が
出

演
し
、
 ハ
ー
モ
ニ

ー
と
チ
ー
ム
ワ
 

ー
ク
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
少
年
少
女
合
唱
団
は

昨
年
結
成
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
月
一
一

回
の
練
習
を
重
ね
、
七
月
に
は
強

化
練
習
を
行
い
今
回
の
フ
エ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
出
演
。
坂
崎
隆
浩
さ
ん

の
指
揮
に
よ
り
、
三
善
晃
作
「
あ

の
日
か
ら
」
 
と
小
倉尚
継
作
「
津

軽
あ
い
や
節
」
を
披
露
し
、
す
ば

ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ
ま

し
た
。
 

五
所
川
原
少
年
少
女
合
唱
団
第

一
回
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

▽
日
時
九
月
十
日
田
午
後
六
時
「
1
 

十
分
▽
場
所
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民

セ
ン
タ
ー
（
入
場
無
料
）
 

多
数
の
皆
さ
ま
の
お
い
で
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

四
十
九
回
目
の
終
戦
記
念
日
の

八
月
十
五
日
、
市
内
柳
町
の
永
福

神
社
で
五
所
川
原
市
戦
没
者
慰
霊
 
 

祭
が
開
か
れ
、
遺
族
ら
約
百
五
十

人
が
戦
没
者
の
め
い
福
を
祈
り
ま

し
た
。
 

慰
霊
祭
で
は
、
佐
々
木
善
吉
五

所
川
原
市
遺
族
会
会
長
の
祭
詩
に

続
き
、
佐
々
木
市
長
が
 
「歴
史
あ

る
祖
国
の
危
急
に
際
し
、
 一
命
を

国
に
捧
げ
た
同
胞
の
愛
国
の
至
情

は
、
長
く
後
世
に
語
り
伝
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
戦
没
者

各
位
の
御
霊
が
と
こ
し
え
に
安
ら

か
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
 
と
追悼

の
こ
と
ば
を
述
べ
、
参
加
者
は
鎮

魂
と
平
和
へ
の
祈
り
の
気
持
ち
を

新
た
に
し
ま
し
た
。
 

川
柳
岩
木
吟
社
 

ト
ラ
ン
プ
の
嘘
を
夫
婦
に
な
っ
て

知
り
 
健
太

朗

相
槌
の
間
合
い
を
は
か
る
聞
き
上

手
 

枯
 
葉

娘
を
奪
う
に
っ
く
き
使
者
へ
宴
を

張
る
 
彩
 
人

胎
を
蹴
る
子
に
も
う
夢
を
膨
ら
ま

せ
 

清
 
吉

駅
弁
も
地
酒
も
う
ま
い
一
人
旅
 

ふ
じ
や
 

終
章
は
弥
陀
の
光
に
包
ま
れ
る
 

一
 
閃
 

荷
崩
れ
を
直
し
続
け
て
い
る
夫
婦
 

文
 
世
 

寝
返
り
を
打
て
る
ゆ
と
り
の
枢
請

う
 

ふ
み
を
 

訂
正
・
八
月
十
五
日
号
、
四
頁
の
 

B
B
s会
入
会
の
申
し
込
み
先
を
、
 

次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。
 

申
し
込
み
先
・
市
水
道
事
業
所
内

神
 
康
人
（か
三
四
ー
九
一
一
「
）
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全
国
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ド
ラ
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
例

見
事

一「
九
お
ぞ
れ
り
賞
H
hh輝
く

E
 

あ
hお
口
ぞ
-
ら
勺
賞

(優
秀
団
体
賞
)
に

輝
き
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
全
国

か
ら
選
ば
れ
た
、
地
域
で
コ
ー
ラ

ス
を
楽
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち

(小
中
高
生
)
二
卜
四
同
体
が
山

演
し
、
ハ
ー
モ

ニ
ー
と
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

五
所
川
原
少
年
少
女
合
唱
団
は

咋
年
結
成
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
月
二

凶
の
練
習
を
重
ね
、
七
月
に
は
強

化
練
習
を
行
い
今
凶
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
出
演
。
坂
崎
隆
浩
さ
ん

の
指
揮
に
よ
り
、

三
善
晃
作
「
あ

の
日
か
ら
」
と
小
倉
尚
継
作
「
津

軽
あ
い
や
節
」
を
披
露
し
、
す
ば

ら
し
い
ハ

ー
モ
ニ

ー
を
響
か
せ
ま

し
た
。

h
 

八
月
六
、
ヒ
円
の
両
日
、
東
京

都
・
府
中
の
森
芸
術
劇
場
ど
り
l

む
ホ
l
ル
で
開
催
さ
れ
た
全
円
本

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
・
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
悩
(
第
八
凶
少
年
少
女
合

唱
祭
全
国
大
会
)
で
、
五
所
川
原

少
年
少
女
合
唱
団
(
田
中
美
歩
団

長
、
団
員
八
十
五
人
)
が
、
兄
事

l，二 fI
息のあったすばらしいハーモニーを披露

五
所
川
原
少
年
少
女
合
唱
団
第

一
固
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
日
時
九
月
十
日

ω午
後
六
時
三

十
分
マ
場
所
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民

セ
ン
タ
ー

(入
場
無
料
)

多
数
の
皆
さ
ま
の
お
い
で
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

平
和
へ
の
願
い
新
た
に

五
所
川
原
市
戦
没
者
慰
霊
祭

四
十
九
回
目
の
終
戦
記
念
日
の

八
月
卜
五
H
、
市
内
柳
町
の
水
補

神
社
で
五
所
川
原
市
戦
没
者
慰
霊

善
意
の
花
か
ご

正午の時報を合図に全員が黙祷

祭
が
聞
か
れ
、
遺
族
ら
約
斤
丘
ト

人
が
戦
没
者
の
め
い
一
侃
を
祈
り
ま

し
た
。慰
霊
祭
で
は
、
佐
々
木
持
吉
江

所
川
原
市
遺
族
会
会
長
の
祭
詩
に

続
き
、
佐
々
木
市
長
が
「
歴
史
あ

る
祖
国
の
危
急
に
際
し
、

一
命
を

国
に
捧
げ
た
同
胞
の
愛
国
の
至
情

は
、
長
く
後
世
に
語
り
伝
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
戦
没
者

各
位
の
御
霊
が
と
こ
し
え
に
安
ら

か
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
追
悼

の
こ
と
ば
を
述
べ

、
参
加
省
は
鎮

魂
と
一平
和
へ
の
祈
り
の
気
持
ち
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

ー

ど

う

も

あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

@
く
る
み
園
へ

O
第
五
民
生
委
員
協
議
会

(小
野
稔
代
表
)
リ
バ
ナ
ナ
三
箱
。

O
青
森
県
納
豆
協
同
組
合

(工
藤

一
男
代
表

)
l
納
豆
九
キ
ロ
グ
ラ
ム
。

O
藻
川
む
つ
み
会

(外
崎
武
男
代
表
他
十

一
名

)
U
民
謡

・
歌
謡
・

手
踊
。

@
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

O
公
明
党
五
所
川
原
支
部

(平
山
秀
直
代
表

)
H
石
鹸
二
百
個

・
タ
オ
ル

二
百
枚
。

圃

画

6 

川
柳
岩
木
吟
社
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ト
ラ
ン
プ
の
嘘
を
夫
鮒
に
な

っ
て

健
太
朗

矢口
り

リ長自良 予 村|
るを 伝皇
奪の
う 間
に合
イコ しミ

くを
き は:
f吏 か
彩省 M る
へ 間
人 '長葉き
をj-_

治
を
蹴
る
ノ
ア
に
も
う
問ダ
を
膨
ら
ま

!

i

-

'

J
 

せ

消

吉

駅
弁
も
地
酒
も
う
ま
い
一
人
旅

ふ
じ
ゃ

作了 車冬
崩 奇主
オ1. (j: 

を '3~
直陀
し σ〉
ゐ，'f. 1e ，t (こ
で 包
文い ー ま
るれ

世土ヲミ I~J る
(K，j} 

寝
返
り
を
打
て
る
ゆ
と
り
の
恨
訪

ふ
み
を

-フ訂
正
・

八
月
卜
五
H
号、

四
頁
の

B
B
S
会
入
会
の
巾
し
込
み
先
を
、

次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

巾
し
込
み
先
・
市
水
道
程
業
所
内

神

康

人

(宮
三
問
|
九

一
一
一
)



夏
休
み
中
は
旅
行
会

（
今

年
は
弘
前
市
の
三
世
寺
温
泉

で
プ
ー
ル
遊
び
）
や
朝
の
ラ

ジ
オ
体
操
な
ど
楽
し
い
集
い
 

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
 

最
近
は
、
子
供
達
が
自
発
的
に
町
内
の
掲
示
板
に
 

「末
広
町
の
や
さ
し
さ
」
 
「
交
通
事
故
の
な
い
末
広
町
 

末
広
町
子
ど
も
会
 

内
」
 
「
お
た
の
し
み
新
聞
」
な
ど
の
タ
イ
ト
ル
で
、
日

頃
思
っ
て
い
る
こ
と
や
み
ん
な
に
伝
え
た
い
こ
と
を

壁
新
聞
に
し
て
、
活
発
に
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
他
に
も
古
新
聞
や
空
き
瓶
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

を
行
い
、
資
源
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。
 

「子
供
達
の
ふ
れ
合
い
の
場
を
で
き
る
だ
け
多
く

持
っ
て
、
仲
よ
く
な
ん
で
も
活
発
に
話
せ
る
環
境
作

り
を
ー
、
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
子
供
会
会
長
の
山

中
達
也
さ
ん
。
 

子
供
達
に
は
自
主
性
が
大
事
で
す
か
ら
ね
。
成
長

の
糧
と
な
「
て
く
れ
れ
ば
ー
、
と
お
つ
し
ゃ
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
 

「
自
主

性

を
大

事
に

」
 

元気いっぱいノ朝のラジオ体操 

子供達の楽しい情報がいっぱい 

寵
V
 

「ム
ク
ゲ
」
 

（
木
模
）
 

こ
の
花
は
朝
顔
に
似
て
、
朝
咲
い
た
花
は
翌
日
し
ぼ
ん
で
し
ま
い

ま
す
が
、
ど
ん
な
に
暑
い
と
き
で
も
、
毎
日
新
し
い
花
が
パ
ッ
と
咲

い
て
、
き
れ
い
で
す
ね
。
 

お
日
様
さ
え
当
っ
て
い
れ
ば
、
暑
さ
寒
さ
に
も
強
い
し
、
土
も
水

は
け
さ
え
よ
け
れ
ば
、
あ
ま
り
手
を
か
け
な
く
て
も
、
毎
日
、
秋
頃

ま
で
、
ど
ん
ど
ん
花
を
つ
け
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。
 

垣
根
に
し
て
も
い
い
の
で
す
が
、
 一
本
だ
け
植
え
る
の
も
、
少
し

大
き
い
木
に
な
っ
て
い
い
も
の
で
す
ね
。
 小野キク工さん 

（ーツ谷） 

ゲ
 

ク
 

ム
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⑩ 

「
ム
ク
ゲ
」

(木
桂
)

んさ工

討
ク
川パ
キ
、一

マ?
J

国
土

こ
の
花
は
朝
顔
に
似
て
、
制
咲
い
た
花
は
翌
ハ
し
ぼ
ん
で
し
ま
い

ま
す
が
、
ど
ん
な
に
持
い
と
き
で
も
、
毎
日
新
し
い
花
が
パ

ッ
と
咲

い
て
、
き
れ
い
で
す
ね
。

お
日
織
さ
え

3
っ
て

い
れ
ば
、
uhさ
寒
さ
に
も
強
い
し
、

ヒ
も
水

は
け
さ
え
よ
け
れ
ば
、
あ
ま
り
予
を
か
け
な
く
て
も
、
毎
日
、
秋
頃

ま
で
、
ど
ん
ど
ん
花
を
つ
け
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。

日
一般
に
し
て
も
い
い
の
で
す
が
、

一
本
だ
け
柏
え
る
の
も
、

大
き
い
木
に
な

っ
て
い
い
も
の
で
す
ね
。

y 
し

ゲクム
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最
先
端
の
技
術
間
近
に
L
 

市
誘
致
企
業
見
学
会
 

誘 

製造課程の説明を聞く参加者達。 

七
月
十
八
日
、
市
誘
致
企
業
市
民
見
学
会
に
は
、
市
民
一
一
十
四
人
 

（男
性
十
一
人
、女
性
十
三
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

見
学
会
は
、誘
致
企
業
の
現
状
と
市
民
の
理
解
、若
年
層
の
地
元
定

着
と
U
タ
ー
ン促
進
、誘
致
企
業
の
必
要
性
の
認
識を
深
め
て
戴
く
こ

と
を
目
的
に
、市
商
工
振
興
課
が
誘
致
企
業
七
社
の
協
力
を得
て
実

施
し
た
も
の
で
、今
回
は
昨
年
に
続
き
ニ
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
 

各
工
場
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
か
ら会
社
の
概
要
の
説明
を

受
け
た
後
製
造
過
程
を
視
察
し
ま
し
た
。
 

又
一
行
は
、
昼
食
時
に
は
津
軽
東
芝
音
響
の
ご
配
慮
に
よ
り
社
員

食
堂
で
昼
食
を
と
り
、
誘
致
企
業
の
雰
囲
気
を
味
わ
う
な
ど
、
見
学

会
は
大
変
好
評
で
し
た
。
 

な
お
、
最
後
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
主
な
結
果
に
つ
い
て
ご紹

介
し
ま
す
。
 

日
参
加
し
た
動
機
は
 

①
製
造
過
程
を
見
た
か
っ
た

十
四
人

②
子
息
等
就
職
の
参
考
の
た
め

七
人

口
参
加
し
て
い
か
が
で
し
た

①
大
変
良
か
っ
た
 
二
十

人

②
良
か
っ
た
 
四

人

目
企
業
誘
致
の
必
要
性
に
つ
い
て

①
強
力
に
企
業
誘
致
を
進
め
て

欲
し
い
 

十
七
人
 
 

②
地
元
企
業
を
考
え
れ
ば
積
極

的
に
進
め
て
欲
し
く
な
い五

人

四
来
年
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
持

っ
て
欲
し
い
 

①
是
非
こ
の
よ
う
な
機
会
が
ほ

し
い
 
一

一
十
一
人
 

田
要
望
、
意
見
等
に
つ
い
て
 

①
積
極
的
に
こ
の
よ
う
な
機
会

を
持
っ
て
欲
し
い
。
 

②
子
供
が
就
職
す
る
の
に
大
変
 
 

参
考
に
な
っ
た
。
 

③
当
市
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
 

田
園
風
景
の
中
に
最
先
端
の

技
術
の
工
場
が
操
業
し
て
い

る
の
に
驚
き
ま
し
た
。
 

④
工
場
を
見
て
目
か
ら
う
ろ
こ

が
落
ち
る
よ
う
な
気
持
ち
で

し
た
。
 

⑤
伸
び
ゆ
く
五
所
川
原
市
が
見

え
ま
し
た
。
 

⑥
見
る
も
の
聞
く
も
の
す
べ
て
 

が
珍
ら
し
く
、
近
く
に
住
ん
 

で
い
な
が
ら
知
ら
な
い
こ
と
 

ば
か
り
で
大
変
勉
強
に
な
り
 

ま
し
た
。
企
業
の
方
の
説
明
 

も
分
か
り
や
す
く
、今
日
は
本
 

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

※
今
回
の
見
学
会
に
当
た
っ
て
、
 

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
誘
致

企
業
各
位
に
対
し
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
 

ご
協
力
戴
い
た
会
社
名
 

囲
ホ
ク
ェ
ツ
五
所
川
原
工
場

青
森
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
囲

囲
ェ
ム
ス
 

森
羽
紙
業
岡
 

津
軽
東
芝
音
響
囲
 

囲
津
軽
ェ
ノ
モ
ト
 

協
伸
工
業
囲
五
所
川
原
工
場
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市
誘
致
企
業
見
学
会

七
月
十
八
日
、
市
誘
致
企
業
市
民
見
学
会
に
は
、
市
民
二
十
四
人

(男
性
十

一
人
、
女
性
十
三
人
)
が
参
加
し
ま
し
た
。

見
学
会
は
、誘
致
企
業
の
現
状
と
市
民
の
理
解
、若
年
層
の
地
元
定

着
と
U
タ
ー
ン
促
進
、
誘
致
企
業
の
必
要
性
の
認
識
を
深
め
て
戴
く
こ

と
を
目
的
に
、
市
商
工
振
興
課
が
誘
致
企
業
七
社
の
協
力
を
得
て
実

施
し
た
も
の
で
、今
回
は
昨
年
に
続
き
二
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

各
工
場
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
か
ら
会
社
の
概
要
の
説
明
を

受
け
た
後
製
造
過
程
を
視
察
し
ま
し
た
。

又
一
行
は
、
昼
食
時
に
は
津
軽
東
芝
音
響
の
ご
配
慮
に
よ
り
社
員

食
堂
で
昼
食
を
と
り
、
誘
致
企
業
の
雰
囲
気
を
味
わ
う
な
ど
、
見
学

会
は
大
変
好
評
で
し
た
。

な
お
、
最
後
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
主
な
結
果
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

製造課程の説明を聞く参加者達。

(→ 
① 参
製 加
i遣 し
i邑た
平呈 重忠
を +幾
b己l立
た
カ、
|ー っ

凶 た
人

②
rr
息
手
就
職
の
参
与
の
た
め
七
人

口
参
加
し
て
い
か
が
で
し
た

①
大
変
良
か
っ
た

二
十
人

②

日

良

か

っ

た

四

人

日
企
業
誘
致
の
必
要
性
に
つ
い
て

①
強
力
に
企
業
誘
致
を
進
め
で

欲
し
い

卜
七
人

②
地
ペ
企
業
を
与
え
れ
ば
砧
極

的
に
進
め
て
欲
し
く
な
い・h
人

骨
来
年
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
持

っ
て
欲
し
い

①
是
非
こ
の
よ
う
な
機
会
が
ほ

し
い

二
卜
a

人

伺
要
望
、
意
見
等
に

つ
い
て

①
砧
極
的
に
こ
の
よ
う
な
機
会

を
侍

っ
て
欲
し
い
。

②
子
供
が
就
職
す
る
の
に
大
変

参
-F
リ
に
な

っ
た
。

③
当
市
を
川
認
識
し
ま
し
た
。

出
凶
風
対
の
小
に
H
M
先
端
の

技
術
の
工
喝
が
操
業
し
て
い

る
の
に
矯
き
ま
し
た
。

④
工
山帽
を
凡
て
日
か
ら
う
ろ
こ

が
部
ち
る
よ
う
な
気
持
ち
で

し
た
。

⑤
伸
び
ゆ
く

μ所
川
原
市
が
見

え
ま
し
た
。

⑥
見
る
も
の
聞
く
も
の
す
べ
て

が
珍
ら
し
く
、
近
く
に
住
ん

で
い
な
が
ら
知
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
企
業
の
方
の
説
明

も
分
か
り
ゃ
す
く
、
今
H
は
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
今
川
の
見
学
会
に
当
た

っ
て
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
誘
致

企
業
各
位
に
対
し
て
附
く
お
札
巾

しし
し
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ご
協
力
裁
い
た
会
社
名

州
ホ
ク
エ
ツ
丘
所
川
原
工
場

庁
森
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
側

側
エ
ム
ス

森
羽
紙
業
側

津
軽
い
米
芝
也
H
轡
州

側
津
軽
エ
ノ
モ
ト

協
伸
工
業
側
五
所
川
原
工
場
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一

《
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‘
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ま
，
 

近
世
部
会
 
浪
 

川
 
健
 
治
 

江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
弘
前
藩

が
た
び
た
び
幕
府
に
た
い
し
て
行

っ
た
も
っ
と
も
重
要
な
贈
答
行
為

が
鷹
の
献
上
で
あ
る
。
大
名
に
よ

る
諸
品
の
献
上
は
、
将
軍
と
大
名

と
の
御
恩
と
奉
公
と
い
う
主
従
関

係
に
基
づ
く
も
の
で
、
軍
事
的
課

役

・
勤
役
・
役
儀
と
同
様
に
大
名

に
よ
る
広
範
な
奉
公
の
ー
つ
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
と
く
に

鷹
狩
り
は
古
代
か
ら
帝
王
の
遊
び

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
ま
た
狩

猟
と
い
う
武
家
の
好
む
も
の
で
も

あ
っ
た
だ
け
に
、
献
上
は
臣
下
と

し
て
の
礼
を
も
っ
と
も
尽
く
す
も

の
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
鷹
は
藩

主
自
ら
の
鷹
狩
だ
け
に
用
い
ら
れ

た
だ
け
で
な
く
各
藩
へ
も
贈
答
さ

れ
、
ま
た
藩
内
部
で
も
特
定
の
家

臣
に
鷹
所
持
と
放
鷹
を
許
す
こ
と

で
家
臣
団
の
序
列
化
と
統
制
が
図

ら
れ
る
な
ど
、
儀
礼
の
形
を
と
っ

た
政
治
を
体
現
す
る
も
の
で
も
あ

っ
た
。
 

岩
木
川
が
貫
流
し
、
新
田
開
発

が
進
み
な
が
ら
も
広
大
な
湿
地
帯

が
形
成
さ
れ
て
い
た
近
世
の
市
域

は
多
く
の
魚
や
水
鳥
の
生
息
地
で

あ
り
、
そ
れ
を
狙
う
鷲
・
鷹
が
住

む
自
然
環
境
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
 

藩
は
延
宝
五
年
（

一
六
七
七
）
に

は
鷹
の
餌
と
な
る
諸
鳥
や
魚
を
三
 

ー
ケ
村
に
お
い
て
禁
じ
る
高
札
を

掲
げ
て
い
る
（
『
御
用
格
』
寛
政

本
）
。
 こ
の
三
ー
ケ
村
が
文
化
九

年

（
一
八
一
二
）
に
江
戸
初
め
か

ら
の
鷹
待
場
所
を
書
き
上
げ
た
も

の
と
同
一
と
す
る
と
、
市
域
の
う

ち
で
は
広
田
組
姥
抱
村
と
藻
川
村

に
計
九
ケ
所
（
若
柳
・
鷲
之
巣
高

柳
・
古
川
添
・
笹埼
・
上
善
津
・

曲
沼
・
下
善
津
・
弁
才
天
・
貝
ケ

沼
）
あ
り
、
こ
こ
で
の
魚
鳥
の
捕

獲
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
 

こ
の
三
ー
ケ
村
に
鷹
を
捕
ま
え

る
場
所
廿
「
鷹
撃
場
」
が
あ
り
、
 

藩
は
捕
獲
人
で
あ
る
「
鷹
待
」
と

鷹
撃
ち
の
た
め
の
小
屋
廿
「
鳥
屋
」
 

（と
や
）
を
置
き
、
秋
か
ら
冬
に
 
 

か
け
て
餌
を
求
め
る
鷹
を
木
の
間

に
網
を
張
り
鶏
な
ど
を
お
と
り
に

し
て
捕
獲
し
た
。
 一
八
世
紀後
期

の
風
俗
を
記
し
た
『奥
民
図
葉
与

は
「
鷹
待
」
 
と
は陰
暦
九
月
ご
ろ

に
「
黄
鷹
」
を
と
る
こ
と
で
、
高

さ
一
間
（
一
八
〇

m）
、四
尺
（
一

二
〇
凹
四
方

の
藁
屋
の
「
鳥
屋
」
 

に
潜
ん
で
三
方
に
あ
け
た
窓
か
ら
 

「
ク
ル
リ
木
」
 
にと
め
た
鶏
に
鷹

が
襲
い
掛
か
る
の
を
待
ち
上
部
に

張
っ
た
網
を
落
と
し
捕
ら
え
る
と

記
し
て
い
る
。
 

「黄
鷹
」
は
大
鷹
の
幼
鳥
の
呼

び
名
で
若
鷹
と
も
い
う
。
市
域
で

最
も
多
く
捕
ら
え
ら
れ
た
の
は
こ

の
 
「黄
鷹
」
で
あ
る
。
大
鷹
は
全

長
五
〇
か
ら
六
〇

mの
中
型
の
タ

カ
で
、
背
面
は
灰
黒
色
、
腹
部
に

淡
黒
色
の
小
横
紋
が
あ
る
。
低
山

帯
の
森
林
に
住
み
、
鴨
・
兎

・
小

鳥
を
捕
ら
え
古
く
か
ら
鷹
狩
り
に

用
い
ら
れ
た
。
 雌
が
大
き
い
た
め

と
く
に
大
鷹
と
も
い
い
、
雄
は
兄

鷹
（
し
ょ
う
た
か
）
と
い
う
。
 な

お
、
鷹
を
数
え
る
際
の
単
位
を
居
 

（す
え
）
と
い
う
。
こ
れ
は
鷲
鷹

を
と
ま
ら
せ
る
事
か
ら
転
じ
て
羽

数
を
数
え
る
単
位
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
 

こ
の
「
鳥
屋
」
と
鷹
待
場
は
、
 

生
類
憐
み
の
令
e
も
と
、
幕
府
が

鷹
匠
以
下
の
役
を
廃
止
し
鷲
鷹
を

放
っ
た
と
さ
れ
る
元
禄
六
年

（
一
 

に
も
維
持
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
の
時
期
に
市
域
で
捕
獲
さ

れ
た
鷲
鷹
は
な
い
。天
明
四
年
（
一
 

の
幕
府
へ
の
御
用
状
で

は
毎
年
、
 一
〇

・
一
一
月
に
黄
鷹

五
連
を
将
軍
へ
献
上
す
る
と
し
て

い
る
が
、
同
年
は
天
明
飢
謹
の
最

中
で
あ
り
実
現
で
き
な
か
っ
た
と
 
 

し
て
い
る
。
天
明
五
年

（
一
七八
 

に
は
飢
謹
直
後
の
混
乱
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
藩
は
藻
川
の
「
埼
」
 

（
鳥
屋
）
が水
没
し
捕
獲
が
難
し

い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
鷹
献
上
が

支
障
な
く
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
鷹
撃
ち
の
祈
構
を
行
っ
て

い
る

（
国
日
記同
年
一
〇
月
五
日

条
）
。
 

今
年
度
発
刊
予
定
の
市
史
史
料

編
第
二
巻
で
は
、
寛
文
か
ら
犬
明

期
（
一
六
六
一
か
ら
一
七
八
九
）
 

に
か
け
て
市
域
で
捕
ら
え
ら
れ
た

鷲
鷹
を
国
日
記
か
ら
一
覧
し
て
い

る
。
貞
享
四
年

（
一六
八
七
）
か

ら
宝
永
六
年
 
二
七
〇
九
）
の
生

類
憐
み
の
令
が
発
令
さ
れ
た
時
期

を
除
き
ほ
ぽ
毎
年
捕
獲
が
記
録
さ

れ
る
。
享
保
期
に
は
捕
獲
が
激
増

す
る
が
、
そ
れ
は
将
軍
吉
宗
に
よ

る
江
戸
周
辺
の
鷹
場
の
再
興
と
い

う
鷹
需
要
の
増
大
に
よ
っ
て
い
る
。
 

ま
た
と
く
に
捕
獲
が
多
い
場
所
は

藻
川
村
の
各
「
鳥
屋
」
で
あ
っ
た

こ
と
も
わ
か
る
。
天
明
五
年

（
一

七
八
五
）
に
、
藩
が
わ
ざ
わ
ざ
藻

川
の
 
「埼
」
 
（鳥
屋
）
の
水
没
を

理
由
に
鷹
撃
ち
祈
椿
を
し
た
の
も

そ
う
し
た
理
由
に
よ
ろ
う
。
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五

所

江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
弘
前
藩

が
た
び
た
び
幕
府
に
た
い
し
て
行

っ
た
も
っ
と
も
重
要
な
贈
答
行
為

が
騰
の
献
上
で
あ
る
。
大
名
に
よ

る
諸
品
の
献
上
は
、
将
軍
と
大
名

と
の
御
忠
と
奉
公
と
い
う
主
従
関

係
に
基
づ
く
も
の
で
、
軍
事
的
課

役

・
助
役

・
役
儀
と
問
機
に
大
名

に
よ
る
広
範
な
奉
公
の

一
つ
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
と
く
に

鷹
狩
り
は
古
代
か
ら
帝
王
の
遊
び

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
ま
た
狩

猟
と
い
う
武
家
の
好
む
も
の
で
も

あ
っ
た
だ
け
に
、
献
上
は
ほ
ド
と

し
て
の
札
を
も

っ
と
も
尽
く
す
も

の
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
牒
は
潜

主
円
ら
の
牒
狩
だ
け
に
用
い
ら
れ

た
だ
け
で
な
く
各
藩
へ
も
贈
答
さ

れ
、
ま
た
藩
内
部
で
も
特
定
の
家

臣
に
崎
所
持
と
放
鷹
を
許
す
こ
と

で
家
臣
同
の
序
列
化
と
統
制
が
図

ら
れ
る
な
ど
、
儀
礼
の
形
を
と
っ

た
政
治
を
体
脱
す
る
も
の
で
も
あ

っ
た
。

E

・E・--
----E
・

E
.

，F 
主原
部

》
}

岩
木
川
が
貫
流
し
、
新
田
開
発

が
進
み
な
が
ら
も
広
大
な
湿
地
帯

が
形
成
さ
れ
て
い
た
近
山
の
市
域

は
多
く
の
魚
や
水
鳥
の
生
息
地
で

あ
り
、
そ
れ
を
狙
う
鷲

・
脱
が
住

む
円
然
環
境
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。

滞
は
延
室
任
年

(
て
ハ
じ
七
)
に

は
鷹
の
餌
と
な
る
諸
烏
や
魚
を
-
占
一

一ヶ
村
に
お
い
て
禁
じ
る
尚
札
を

掲
げ
て
い
る

(『
御
用
格
』
克
政

木
)
。
こ
の
二
二
ヶ
村
が
丈
化
九

年
(

a

八

て
一
)
に
江
戸
初
め
か

ら
の
府
待
場
所
を
主
き

k
げ
た
も

の
と
同
一
と
す
る
と
、
市
域
の
う

ち
で
は
広
田
組
姥
泊
村
と
絹
川
村

に
計
九
ヶ
所
(
若
柳

・
鷲
之
巣
高

仰

・
古
川
添

・
笹
時

・L
L
善
措

・

曲
沼

・
ド
品口津

・
弁
』
イ
パ

・
只
ヶ

沼
)
あ
り
、
こ
こ
で
の
魚
烏
の
捕

獲
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
=
二
ヶ
村
に
鷹
を
捕
ま
え

る
場
所
H
H

「
鷹
撃
場
」
が
あ
り
、

藩
は
捕
挫
人
で
あ
る
「
牒
待
」
と

鷹
撃
ち
の
た
め
の
小
屋
U

「
鳥
屋
」

(
と
や
)
を
置
き
、
秋
か
ら
冬
に

j良
鷹

健

ごム
J口

か
け
て
餌
を
求
め
る
腐
を
木
の
間

に
網
を
張
り
鶏
な
ど
を
お
と
り
に

し
て
捕
雌
し
た
。

一
八
世
紀
後
期

の
風
俗
を
記
し
た
『
奥
民
国
公
』
で

は
「
牒
待
」
と
は
陰
暦
九
月
ご
ろ

に
「
住民
府
」
を
と
る
こ
と
で
、
高

さ

一
間
(

A

八
O
m
)、
問
尺

(
一

二
O
m
)
問
万
の
藁
屋
の
「
山
崎
山
崎
」

に
潜
ん
で
d

ニ
レ
刀
に
あ
け
た
窓
か
ら

「
ク
ル
リ
木
」
に
と
め
た
鵡
に
脱

が
襲
い
掛
か
る
の
を
待
ち
上
部
に

張
っ
た
綱
を
落
と
し
捕
ら
え
る
と

記
し
て
い
る
。

「
黄
鷹
」
は
大
鷹
の
幼
鳥
の
呼

び
名
で
若
腐
と
も
い
う
。
市
域
で

最
も
多
く
捕
ら
え
ら
れ
た
の
は
こ

の
「
黄
鷹
」
で
あ
る
。
大
騰
は
全

長
五

O
か
ら
」
ハ

O
m
の
中
型
の
タ

カ
で
、
背
面
は
一
快
足
色
、
服
部
に

淡
黒
色
の
小
山
仙
紋
が
あ
る
。
低
山

帯
の
森
林
に
住
み
、
鴨

・
兎

・
小

鳥
を
捕
ら
え
十
円
く
か
ら
鷹
狩
り
に

用
い
ら
れ
た
。
雌
が
大
き
い
た
め

と
く
に
大
鷹
と
も
い
い
、
雄
は
児

時

(し
よ
う
た
か
)
と

い
う
。
な

お
、
刷
備
を
数
え
る
際
の
単
位
を
居

(す
え
)
と
い
う
。
こ
れ
は
鷲
騰

を
と
ま
ら
せ
る
安
か
ら
転
じ
て
羽

数
を
数
え
る
単
位
と
な

っ
た
も
の

で
あ
る
。

こ
の
「
品
回
」
と
崎
待
場
は
、

生
煩
憐
み
の
令
の
も
と
、
幕
府
が

鷹
匠
以
ド
の
役
を
廃
止
し
結
腐
を

欣
っ
た
と
さ
れ
る
ぺ
椋
六
年
(

a

六
九
A

ニ)

に
も
維
持
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
の
時
期
に
市
域
で
捕
慰
さ

れ
た
鷲
鷹
は
な
い

o
X明
四
年
(一

ヒ
八
四
)
の
幕
府
へ
の
御
用
状
で

は
毎
年
、
一

0
・
一一

月
に
長
崎

五
連
を
将
軍
へ
献
上
す
る
と
し
て

い
る
が
、
同
年
は
パ
明
飢
陸
の
最

中
で
あ
り
実
現
で
き
な
か

っ
た
と

し
て
い
る
。
パ
明
五
年

(
一
仁
八

五
)
に
は
飢
陸
直
後
の
混
乱
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
蒲
は
泌
川
の
「
時
」

(
鳥
屋
)
が
水
没
し
捕
磁
が
燥
し

い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
鷹
献
上
が

支
附
な
く
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を

願

っ
て
牒
撃
ち
の
祈
耐
を
行
っ
て

い
る

(国
日
記
同
年

一
O
月
五
日

条
)
。

A
7
年
度
発
刊
予
定
の
い
巾
山
人
史
料

編
第
二
巻
で
は
、
克
文
か
ら
字
大
明

則

(一

」
ハ
し
ハ
.
か
ら
一

仁
八
九
)

に
か
け
て
市
域
で
捕
ら
え
ら
れ
た

鷲
騰
を
国
日
記
か
ら

-
位
し
て
い

る
。
貞
手
同
年
(
二
ハ
八
じ
)
か

ら
宝
水
六
年
(

e

じ
O
九
)
の
生

矧
憐
み
の
令
が
発
令
さ
れ
た
時
期

を
除
き
ほ
ぽ
毎
年
捕
雌
が
記
録
さ

れ
る
。
.一
子
保
期
に
は
捕
獲
が
激
地

す
る
が
、
そ
れ
は
将
軍
吉
宗
に
よ

る
江
戸
川
川
辺
の
間
場
の
川
興
と
い

う
崎
需
要
の
明
大
に
よ
っ
て
い
る
。

ま
た
と
く
に
捕
挫
が
多
い
場
所
は

必
川
村
の
各

「鳥
屋
」
で
あ
っ
た

こ
と
も
わ
か
る
。
パ
明
五
年

(一

じ
八
五
)
に
、
滞
が
わ
ざ
わ
ざ
絹

川
の
「
時
」

(鳥
屋
)
の
ぷ
没
を

珂
由
に
腐
撃
ち
祈
耐
を
し
た
の
も

そ
う
し
た
理
由
に
よ
ろ
う
。
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家族そろって思いっきり工ンジョイ．l! 

ベンいI 

会 場 案 内 
Rlol 	皇嚇ケ沢 

メイン 
コスモス 会 場
会 場 

R 339 

五所川原駅 

鵬っ濃 H UI 111111111hg 
★と き 9月15日【木】（敬老の日） 

9 : 3O-16 】 00 

★ところ 五所川原市岩木川河川敷右岸 
（乾橋上下流） 

イベントプログラム 

◆9:30 オーブニングセレモ二ー 

◆ii S 00 テレビ人気キャラクターショー 

（クレョンしんちゃんショー） 

◆12 : 00 入場者抽選会（景品盛りだくさん／) 
◆13 : 00 五所川原なんでもクイズ 

（来場者全員が楽しめ、 

賞品もたくさん用意しています） 

◆14 : 00 クレョンしんちやんショ 	2回目 

◆15 】 00 閉会式 

◆io 】 00- 15 】 00 熱気球体験塔乗会 

高所作業車体験塔乗 

魚釣り大会・魚のつかみ取り大会 

リンゴ皮むき競争 

イベント内容 （知ろう、る寸tよう母なる川の豊かな恵み） 

■フリーマーケット 市制施行40周年事業（古着・古本・食器類） 

■フレッシュ市場（流域市町村の民芸品・特産品が勢揃い） 

■岩木川学習コーナー（ふるさとの川、岩木川をビデオ、ハネル、模型などを使って紹介します） 

■県産米銘柄当てクイズ ■地酒銘柄当てクイズ 

■豚汁コーナー（無 料） 

■スポーツ広場 （ゲートボール大会、グラウンドゴルフ大会、凧上げ大会、綱引き大会、ドッヂボール大会、川のぼりボートレース） 

■その他 

“クレョンしんちゃんショー” 

●主催 岩木川河川まつり実行委員会 

釆  Iノ、」 	 ●後援 建設省青森工事事務所・浅瀬石川ダム管理所・津軽ダムエ事事務所・岩木 

田0 皇嚇ケ沢 	 川漁業協同組合・五所川原市・五所川原商工会議所・五所川原市観光協会 

・五所川原市農協・七和農協一五所川原市自主流通米推進協議会・青森県

米穀小売商組合・五所川原市商店街振興組合連合会・東北電力・NIT・

東奥日報社・陸奥新報社・青森放送・青森テレビ・五所川原口ータリーク

ラブ・五所川原中央口ータリークラブ・五所川原ライオンズクラブ・五所

川原東日流ライオンズクラブ・五所川原中央ライオンズクラブ 

R339 ●問い合わせ先 

丁二．一ロ 	 五所川原市役所都市建設部建設課 0173(35)2111 内線232 

細翼られていますので、 お車でのご来場はなるべくご遠慮ください 

平成 6ff 0ff 9月 1日 10 

*と き 9月15日【木】(敬老の日)
9 : 30~16 : 00 

女ところ 五所川原市岩木川河川敷右岸
(乾橋上下流)

-;，"Æ盛.直司iPl扇E喧厚.，~・

+9 : 30 オープ二ングセレモ二一・11・00 テレビ人気キャラクターショ ー
(ク レヨン しんちゃんショ ー)・12:00 入場者抽選会(景品盛りだくさん/)・13: 00 五所川原なんでもクイズ
(来場者会員が楽しめ、

賞品もたくさん用意しています)・14:00 クレヨンしんちゃんショー 2回目・15:00 閉会式・10: 00~ 15 : 00 熱気球体験塔乗会
高所作業車体験塔乗

魚釣り大会 ・魚、のつかみ取り大会

リンゴ皮むき競争

-II:"A盛・園置函詰温・ (知ろう、，5寸1ょう母なる川の豊かな恵み)

・フリーマーケット 市制施行40周年事業(古着・古本・食器類)
・フレッシュ市場 (流域市町村の民芸品 ・特産品が勢揃い)

・岩木川学習コーナー (ふるさとの川、岩木川をビデオ、ハネル、模型などを使って紹介します〉

・県産米銘柄当てクイズ ・地酒銘柄当てクイズ
・豚汁コーナー (無料〕
・スポーツ広場 (ゲートポール大会、グラウンドゴルフ大会、凧上げ大会、綱引き大会、ドッヂボール大会、JIIのぽりボートレース)

・その他

“ク レヨ ンしんちゃんショー" “つり堀コーナー"

-主催 岩木川河川まつり実行委員会

・後媛 建設省青森工事事務所・浅瀬石川ダム管理所 ・津軽ダム工事事務所・岩木

川漁業協同組合 ・五所川原市・五所川原商工会議所・五所川原市観光協会

.五所川原市農協・ 七和農協・五所川原市自主流通米推進協議会・青森県

米穀小売商組合・五所川原市商庄街振興組合連合会 ・東北電力・ NTT・

東奥田報社・陸奥新報社・青森放送・青森テレビ・五所川原ロータリーク

ラブ・五所川原中央ロ タリ クラブ・五所川原ライオンズクラブ・五所

川原東日流ライオンズクラブ-五所川原中央ライオンズクラブ

・問い合わせ先
五所川原市役所都市建設部建設課 0173(35)2111内線232

| *駐車台数が限られていますので、お車でのご来場はなるべくご述慮くださいわ | 

平成6年9月1[1 10 



て概況（譜錆現在） 
五所川原市交通安全対策協議会 

交通事故概況 

木造高等技術専門校学生募集r 
技術を身につけて可能性を広げよう 

募集内容 

◇溶接科（ガス、 アーク溶接技術者養成） 

・離転職者及び中学校・高等学校卒業見込み 

の者 20名 期間1年 

、マ自動車整備科（ 3級自動車整t甘i士養J戎施設） 

・中学校・高等学校卒業見込みの者 

15名 期間 2年 

く＞建築科（木造建築施工技術者養成） 

・離転職者及び中学校・高等学校卒業見込み

の者 20名 期間1年 

◇配管科（建築配管設計施工、 LPガス設備施

工技術者養成） 

・離転職者及び中学校・高等学校卒業見込み 

の者 20名 期間1年 

募集期間・選考日 

・高卒者 募集 平I戎 6年10月24日～11月18日

選考 平成 6年11月25日 

・中卒者 募集 平成7 年1月 5 日～2 月 1日

選考 平成 7 年2月 8 日 

・転職者 （Uターンの方も含む）最寄りの公

共職業安定所で相診乏してください。 

募集 平成 7 年1月 5 日～3月 2 日

選考 平成 7年3月10日 

経 費 

◇授業料 無料 ◇諸経費 教科書、作業服等

の費用 年間10万円程度 ◇入寮経費 食費月 

24,000円、うそ熱費2,000円（夏）、 3,000J'l（冬） 

一詳細は次のところへお問い合わせください一

〒038-3 1 青森県西津軽郡木造町桜木17-2 
青森県立木造高等技術専門校 

胃 0173 - 42 - 2424 

～コ 

イオン柏ショッピングセンタ

増床計画に係る地元説明会 

レ開催日 平/戊 6年9月 8 口（木） 

D 開催時間 午後 2時～午後 3時30分 

D・開催場所 五所川原市民文化会館 

2階会議室 

D・対象者 市内中小小売業者並びに一般 

消費者 

レ建物設置者 イオン興産株式会社 ~ 

※お問い合わせ先 

イオン才白ショッピングセンター 

マネージャー 敷中まで 	 ~ 

"0173  -  25  -  3450 	
―

」 

市民秋まつ り 
“出来高秋の一日民謡で楽しく過ごそう” 

（社）五所川原市観光協会 

時 9月11日（日） 午前11時三へ 

折 菊ケ丘水郷公園野外ステージ 

事 西北五民俗芸能フェア 

（西北五民俗芸能連合会 出演） 

「あおもり牛」のシンボルマークを公募します 

募集テーマ 青森県の豊かな自然に育まれた高

品質、安全な「あおもり牛」のイメージアップ” 

を図るものを募集します。 

I応募資格 県内タト、年齢、男女を問いません。 

応募方 j去 （①）A4判（2 10mm X 297mm）の用紙を 

横に使用してください。 	 一 

②色数は 自由です。 	 ’ 

③作品裏面に住所、氏名、年齢、電話番号、耳音t 
業（学校名・学年）、 図案説明を明記してくだ 

さレ、。 

④応募点数の制限はありませんが、用紙1枚に 

つき 1点としてください。 

⑤応募作品は未発表のものに限ります。 

締め切り 平成 6年 9 月30日 （当日マ肖印有効） 

賞 入賞 3 点を選抜し、採用作品にはあおもり 

和牛10キ・［コグラムを進呈。佳作 2点には、 

あおもり和牛 5キログラムを進呈。 

応募者の中から抽選で l00名の方にオリジ 

ナルテレカを進呈。 

審査・発表 平成 6年11月 3 日 MIA大あお 

もり産業展て多邑表。 

その他 ①採用作品の著作権は、あおもり牛販 

売促進協議会に帰属します。②作品は！必要に応 

じ、作者の同意を得て、補作、改変できること ー 

とします。③応募作品は返却いたしません。 ’ 

応募先 青森市大字大野字前田87番地11 
青森経済連 畜産部内 

あおもり牛販売促進協議会 

「シンボルマーク募集」イ系 雪0177 - 29 - 8650 

	 交通安全は家庭から 
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11 平成 6年9月 1日 

「 木、&古等技術専門t~~ 集/寸i 1f'.lE.同辱r1rA千呆f寸
」 技術を身につけて可能性を広げよう」

募集内容

。溶接科 (ガ、ス、アーク溶接技術者袋一成)

・ 離転職者及び'1 '学校 ・ r'~.rÎ等学校卒業見込み

の者 204'， WWIJ 1年

。 自動車整備科 (3級白動'I(接的士長成施設)

・9'学校 ・高等学校卒業凡込みの者

154'， 其月間]2勾三

。建築科 (木造建築地'て技術ィ汗養成)

-離転職者及びl十1学校 ・，J，:;等学校卒業凡込み

の者 204'， 期 111]1 i!ミ

。配管科 (建築配管設計施_L、 LPカ‘ス設官m施
工技術者養成)

・離転職者及び'1-'学校 ・高等学校卒業凡込み
の者 204'， 期 1/1]1年

募集期間・選考日

・高卒者 募集平成 6 年10)]24 日 ~l1n181-1 

選考平成 6年l1)J25日

・中卒者 募集平成7年 1Jj 5 口 ~2 月 1 11 

選考平成7年 2)J8 I=l 

-転職者 (Uターンのノョも合む)最翁'りの公

共職業安定所で相談してください。

経 費

五ぷ集 平成 7年 1)] 5 11 ~ 3)] 2 11 

選考平成7年 3)]1011

。授業料 無料 。諸経費 教科"'.'~"作業服等

の's:周年rn]lO万 1'1科度 。入寮経費 食'l1i')J
24，000FI:1、光熱点'2，000rl(反)、 3，00uJJl(冬)

=詳細は次のところへおII¥-Jレ、介わせください=

干038-31 l'j'森県西津軽郡木造lur桜木17-2

青森県立木造高等技術wl勺校
宏量0173-42 -2424 

同局長iliiJid-L
増床計画に係る地元説明会

仁>開催日 平成6年 9月 8n (木)
じ>開催時間 午後 211寺~LI'後 3 11キ30分

仁>開催場所 ヨ工所川原，-111:'己文化会館

2問弁会議室

b対象者 市内'1'ノトノトンビ業者説びに一般
消費弁

b建物設置者 イオン興政株式会社

※お問い合わせ先

イオン村!ショッヒングセンター

! ?ネージャ一 般 'l'まで 1 

! 80173 -25 -3450 ! 
し一一一一一一ー一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一J

11 平成6f.ド9月 1fI 

i 市民秋まつり l 
“出来高秋の-口民謡で楽しく過ごそう"

(社)五所川原市観光協会

日時 9月 1111(円) 午前 11時~

場所荊ヶ丘7.k郷公岡野外ステージ

行事 阿」ヒ在民俗芸能フェア

(西北五民俗芸能迎合会 山出)

|「あおもり牛」のシンボルマークを公募しますI
募集テーマ 育L森県の豊かな自然に有まれた高

品質、安全な「あおもり牛」のイメージアップ

を図るものを募集します。

応募資格 県内外、年齢、山女をfl}Jv、ません。

応募方法 ① A4判 (210111111X 297111111) の用紙を

横に使用してください。

②色数は向由です。

③作品哀而に住所、 氏名、年齢、屯話番号、職

業(学校名 .~:r~壬|ミ)、 灰l謀説明;を明記してくだ

さレ、。

④応募点数の制限はありませんが、用紙 1枚に

つき 1点 としてください。

⑤応#作品は未発表のものに|浪 ります。

締め切り 平成6年 9月30円(当 H消印有効)

賞 入賞3li.をi選抜し、採月l作品にはあおもり
和牛10キログラムを進呈。佳作2点には、

あおもり和牛5キログラムを進星。

)，t;手芸者 の '1'から抽選で 100名のメゴにオリ ジ

ナノレテレカを進呈。

審査・発表 平成6i:n1)-j 3ハ MI  A大あお
もり産業展で発炎。

その他 ①採用作品の著作椛は、 あおもり牛版

先促進協議会に帰){1!，します。②作品は必要に応

じ、イ乍ィ町一の同意を得て、制作、 改変できること

とします。③応募作品は返去!Jv、たしません。

応募先 -，'{-森，Ii大ア大野と判官ilH87帯地11

-，'r森経済辿 帝政千怖いj
あおも り牛販売促進協議会

「シンボ‘/レマー ク必集」 係 宮 0177-29 -8650 

交通安全は家庭から

交通
'J"':f"~ ー

!!I ~ 内 守王万Jr)I!))j{市特外j

要旨IJ三 4，998  226 
(+218) (+ 2 0) 

死者
7 4 4 
(-1 2) (+ 1 ) 

傷イ有ー
6，206  269  
(+ 3 54) (+ 2 5) 

見てるだろう止まるだろう人に頼るな自分の安全一」



五所川原市コミュニティカレッジ 

	 （地域振興大学）講座開設 

レと き 10月 1日～12月 3 日までの土曜日 9 

日間（午後 2 時～ 5 時までト） 

レところ 青森職業能力開発短期大学校 

（市内飯詰） 

ン対象者 パソコンを」剰乍できる五戸斤川原市民 

（社会人）若しくは、五所川原市に 

勤労している方 

ン募集人員 20 人（定員になり次第締め切り） 

＞参加料 無毛 料 

ン申し込み先 市教育委員会 生涯学習課 

雪35 -2111・（内線 250) 

回数 月 	日 講 座 内 	容 

10月 1日 
（土） 

開 	講 	式 

10月 1日 
（土） 

〈パーソナルコンピュ一ター入門〉 
・MS -DOS 基本コマンド 
・ワープロソフトのフアイルにっいて 

（
ソ」
 
 

10月 8 日 
（土） 

〈一太郎ver5の基礎編 I) 
‘一太郎の起動と終了 
・文書の入力／編集／保存／呼出／印刷 

nく
〕
  

10月15日 
（土） 

〈一太郎 ye r 5基礎編且〉 
・人力／編集／印刷／フアイル操作の実際 

4
'
 
 

10月29日 
（土） 

〈一太郎ver5の応用編 I) 
・罫線の利用 

表の作成、簡単な図形の作成 

に
J
  

11月 5 日 
（土） 

〈一太郎ver 5の応用編II) 
・実用的な機能 

図形の組み込み、自由課題 

(h
リ
  

11月12日 
（土） 

(Lotus l 	2-3の基礎編 T, 
・基本操作 
・表の作成 

【I
  

11月19日 
（土） 

(Lotus l 	2-3の基礎編且〉 
・グラフ 
・データべース 

8
  

11月26日 
（土） 

一
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操
  

9
  

12月 3 日 
（土） 

(Lotus l 	2-3応用〉 
・マクロ 
・自由課題 

12月 3 日 
（土） 

閉 	講 	式 

防火管理に関する講習会 
レ講 習 日 9 月28臼（加～29日（わ 

レ講習会場 五所川原市鎌谷町 

「五所川原市中央公民館」 

レ種 別 甲 種 

レ受イ寸期間 9 月12日（月）まで’（土・日を除く） 

※申し込み書は消防本部にあります。 なお、詳 

しいことは消防本部予防課（廿35- 2019 

内線25・27 番）へお問い合わせください。 

経理事務（商業簿記3級） 

長期技術講習会 
経理事務等へ（ノ喝沈職のだめ、 商業簿記 3 市及グ） 

習得を希望し、所定の日程を出席できる婦人を

対象に行います。 多数ご参加ください。 

日時 平成 6 年10月 3 日（月）~11月17日（木）21日間 

午前 9 時30分～午後 3H寺 

場所 IL所川原市働く婦人の家（市内新町33-1) 

講師 木村泰幸（木村簿記経理学校校長） 

募集人員 20名 

受講料 」無料（ただし教材費1 ,700円は自己負担） 

持参するもの ノート、ソロバンか電卓、定規、 

筆記用具（消しゴム、鉛筆、ン」ぐ 

ールペン赤と黒） 

申し込み方法 青森県婦人就業センター五所川

原馴三在所（五所川原市働く婦人の家内） に直接

おし、でください。 荒木関相諺を員 廿35 -8898 

申し込み締め切り 平成 6 年 9 月20日 

〇I折定の講習を糸冬了した人には、閉講式に J三」,し、 

て修了証書を交付します。 

オストメイト甘会適応訓練講習会」 
レ対象 人 トーマ （人工月工「“」・人工ぱ）二）) 

をつけている人とその家族 

ン日時 9 月10日（土） 午後 1 日寺から 3 時まてニ

レ場所 市働く婦人の家（新町） レ受講料 無料

レ間い合わせ先 日本オスト ミー協会青森県支 

部 I,. 川原:1也区担当 III田四ツ男 雪35-雪35 1 021 

二 交 通 事故相談 
交通事故にあったら交通事故相談所一 Js 気軽

に御相談ください。 

突然、 交通事故にあうと何をどうしてよいの 

か、 とまどうのが当然てH二 

こんなときには、一日も早く専門相談員のい 

る交通事故相談所へ相談してください。 

相談場所・日日寺 

@）青森県 

本目言」」ミ場所 青森市新町 1 」‘目 3-1 

県庁別館1階（県警察本部内） 

（合0177-22-1111. 内線5440・5441) 

木目 談 日 土・日・休日を除く毎日 

相談時間 午前 9時から午後 4時まて二 

＠五所川原市 

木目談場所 圧彦訓リ京市岩木町12 

市役所民生福祉部総合サービス課 

（市民木目談室）電0173-35-2111．内線281・282 

木目 談 日 毎月第 2 ・第4火曜日 

相談時間 午育れ0時から午後 3 時まて了 

尋洋目談は一切無料です 

平成 6年 9月 1日 12 

「五所川原市コミュニティカレッジー「
」一一一 (地域振興大学)講座開設」

1>と き 10JJ1 1-1-12J] 3 "までの仁IIMI19

1-1問 (午後 211、子- 511、子まで)

1>ところ !?森職業能力開発短期]大学校

(市内宣反ふ11)

1>対象者 ノfソコンを操作できる/i_，肝川原市民

(社会 人) 符 しくは、 li所川原rlTに

勤労しているノゴ

1>募集人員 20人(定員になり次第締め切り)

1>参 加料 無料

1>申 し込み先 rli教育委員会 情涯学問球

宮35-2111・(内線 250)

回数 十j II 1;'Yf. 住 îJ 容

lOJ-1 1 " 開 IUIf. J" 
(上)

10} 1 1 r 1 〈ハーソナルコンビュータ一人1"1)

(上)
. M S -DO S J，~ノドコマンド
-ワープロソフトのファイルについて

2 
lOrJ 8 FJ 

< .太郎ver5のj占礎制[) 

(仁)
→太郎の起動と終f

- 文!~の人力/編集/保{7-/ü'f'，'I'，/印刷

3 
10月1511 〈一太郎ver5，1;li健編日〉

(上)
-人力/編集/印刷/77イル操作の実際

4 
lorl2911 

( -太郎ver5の応用編1)

(上)
-罫線の利用
fo.の作成、簡単なlχ]1杉の作成

5 
1111511 

< .太郎ver5の応肘紘，10)

(上)
-実用的な機能
閃!杉の組み込み、自由課題

6 
llF11211 

(Lotus 1 -2 -3のJ，長礎編1)

(上)
. J.c本操作
-aEの作成

7 
11 rJ 19 rl <Lotus 1 -2 -3のJ正礎品目日〉

( j二)
グラフ
-データベース

8 
11月26U

<Lotus 1 -2 -3のjμE編凹〉

(上)
-印刷
-ファイルJ剃乍

12月3[1 <Lotus 1 -2 -3応用〉
9 
(上)

マクロ
-自由諜題

12} 1 3 U 
間 ，i昨 J" 

(上)

「防火管理に関する講習会1
1>講習日 9月28日休)-29日(木)

1>講習会場 五所川原市鎌谷町

「五所川原 市中央公民館」

1>種別 IjI間

1>受付期間 9月12H(月)まで(上 ・rlを除く)

※巾 し込み Sは消防本音15にあります。 なお、洋

しいことは消防本部予防諜(宮 35- 2019 

内線25・27寄)へお問い合わせください。

「経理事務(商業簿記3級)一一寸

」一一長期技術講習会」
経.flll'F務等ーへの就峨のだめ、商業7年記3級の

河川 を希望し 、II}j':之の 11fEを，lll.席できる婦人を

対象にU'I，、ます。 多数ご参加ください。

日時 、F成 6qミ10J]3 il(}j)ー llJ]1711(本)2111間

午前 911、子30分 ~午後 311、子

場所 Li.所川原市働 くあa人 の家 (";1人l新 ~lr33- 1)

講師 木村奈幸(木村簿記経理学校校長)

募集人員 2 0名

受講料 無料(ただし教材'1:1.'1，7001'1はFI己負.jll)

持参するもの ノート、ソロパンか屯 E字、定刷、

1壬3己月jよ!-(iiJjしゴム、主n'Tt" ボ

ールペン亦と ~H)

申し込み方法 tf森県知}人就業センター丘F斤川

原駐作所(五所川原rli働 く!t，，:.人 の家内)に直接

おいでくださし、。 成木関相談員 宮 35-8898 

申し込み締め切り 、jZ成 6年 9川 2011

0所定の講't-'Iを終 fした人には、閉山時式におい

て修 r，iiE，与を交付します。

「オストメイト社会適応訓練講習会1
1>対象 ス トーマ(人 工 JJl門・人工ぼうこう)

をつけている人とその家族

1>日時 9月10日(り午後 l時 から 3時まで

1>場所 r打倒 く財人の家 (新聞n 1>受講料 無料
1>問い合わせ先 11本オ ストミー 協会青森県支

部 ri.所川原地区.j'11、片山田JJqツ旧 宮 35-1021 

交通事故相談
交通事故にあったら交通事故相談所へお気軽

に徒件目E炎ください。

突然、交通‘tl=故にあうとイnJをどうしてよいの
か、とまどうのがと"i然です。

こんなときには、 ーイlも中A く咋門十"談員のい

る交過半故相談所へ村l談してください。

相談場所・日時

@青森県

相談場所 庁森市新IUr1J'I13-1 

県庁別fifi1 111'6 (貼省明言本詐15~人1)

(80177-22-1111. r人j車)j{5440・5441)

相談日 |て・日 ・休 11を除く 11j，1=1

相談時間 午前 911子から午後 4時まで

@ 五所川原市

相談場所 1工所川似市民木IUn2

市役所民生福祉部総合サービス説

( r Ii民千11談宅) 宮0173-35-2111.内線281・282

相談日 毎 )J第 2 ・節 4火 A:fi，11 
相談時間 午前1orl，~'から午後 3 時まで

※相談は一切無料です

ギ成6"ド9刈 1u 12 



弘大病院が「特定機能病院」に 
弘大病院が 8月 1日付けで、厚生大臣から「特

定機能病院」 として指定されノました。特定機能

病院は、高度の医療提供と研究開発・評価及び

医師の石升修を行う病院です。 これノにより、軽症 

‘患者は原則として、かかりつけの診療所や一般

病院で診察を受け、！必要があれば、医師の紹介

状を持参して弘大病院で受診するようになりま

す。なお、紹介状がなくても弘大病院を受診す

ることは出来ますが、 この場合には、初診時患

者特定療養費として、 51 5円を全額白己負担

で加算されることとなります。 

生活講座受講生募集！働く婦人の家 

①お茶花教室～少ない花材であふれる思いを表現～ 

日日寺 1回目 9月 2 日／午前10時～12時 	、 

2回目9月 9 日、午後 6時30分～8時30分ノ

講師 鈴木はつえ（遠J帳流家元補佐） 

②編物教室（8 回講座）～機械編みの基礎から～ 

日時 9月 6 日～10月25日 毎週火曜日 午後 

6 時30分～8時30分 講師 島村恵美子一 

（③華道教室（10回講座）～小原i荒華道入門～ 

日時 9月12日～11月21日 毎週月曜日

講朗i 中木寸千恵（小原bfi本部講師） 

①～③の共通要点 

対象者 市内に住所又は勤務先を有する女‘性

受講料 無米斗（但し材一米斗費は各自負担願います） 

締め切り 定員になり次第締め切らせていただきます。 

申し込みと問い合わせ 

五所川原市新町 働く婦人の家 雪35 - 8898 

津軽フラワーセンター管理棟（曲水の館） 

‘般開方タよ 
どうぞご利用ください― 

ン利用期間 年末年始の12月27日～1月 

でを除いた毎日。 

ン利用時間と使用料 

午前 8 】 30~ IE午 2,000R 

正午～午後4:30 3,000F 

使月扱正長は、 1時間ごとに、700円 

又、毎週水曜日と日曜日は、無半斗見 

きまーす。 

D利用出来る棟 

茶室桝ミ・広間棟 

〇市外の方もどうぞ。 

＞問い合わせ・申し込み 

建設部都市開発課 

胃内線369 

5 日ま 

700円 

無半斗見学がで 

老人介護講習会受講生募集！ 働く婦人の家 

	

最近の急速な高齢化に伴う介護従事者を養成するた 
	

主婦でこれまでに老人介護の講習会を受けたことのあ ー 

	

め、助婦人少年協会の協力を得て下記の日程により介 
	

る方 募集人員 20名 受講料 無料 締め切り 定 ’ 

	

護講習会を開催します。皆さんのご受講をお待ちして 
	

員になり次第締め切ります 申し込み・問い合わせ 

	

おります。 受講資格 女子労働者及び勤労者家庭の 
	

五所川原市新町働く婦人の家 B35 - 8898 

日（曜日） 実施時間 講 座 内 容 講 	師 	名 時間数 日（曜日） 実施時間 講 座 内 容 講 	師 	名 時間数 

9/12 
（月） 

18 : 15- 
18 : 30 

18 : 30- 
20 : 30 

開講式 

高齢者福祉に関す
る一般的問題 

福祉事務所高齢者対策
係長 寺田 建夫 2

  

9/22 
（木） 

18 : 00--- 
21: 00 

老人食の知識と調理実
習（食事介助1時間） 

五所0源保健所健康増
進課主幹 白崎 税 

m
3
  26

() 
18 : 30- 

20 : 30 
介護の技術 
移動動作の介助 

概リ養護老人ホーム青山荘
主任寮母坂本まゆみ 

刻
2
  

技
《J
 
 13

(() 
18 : 30- 

20 : 30 
老人の心理とその
接し方 

西北病院精神科
医長 大森 寛 

2 
27
(k) 

18: 30- 
21: 00 

介護の技術 
日常動作の介助 

棚」養護老人ホーム青山荘
主任寮母坂本まゆみ 

実
2
 

技
5
  

14
(yjc:) 

18 : 30- 
20 : 30 

老人の身体の特徴
と注意点にっいて 

西北病院第一内科
科長 諏訪 義光 

2 
28
(*) 

18 : 30- 
21: 00 

老人との接し方
対話・朗読 

地域福祉センター 
介助員 寺田冨士子 

実
2
 

技
5
  

16
() 

18 : 30- 
20 : 30 

介護に関する環境
作りにっいて 

西北病院理学療法士
桜庭 満 

2 
29 30 18 : 30- 

20 : 30 
事例研究 

福祉事務所高齢者対策
係長 寺田 建夫 

4 

19cm 
18 : 30- 

20 : 30 
就業にあたっての
心構え 

特別養護老人ホーム青山荘
園長 島村吉三久 

2 

10/3 
~ 6 

10 : 00- 
16 : 00 

〈施設実習〉青山荘 A~B一 C~D班） 
地城福祉センター（D C B~A班） 

実技6 
実技6 20

(k) 
18 】 00-- 

21: 00 
救急法 気道確保
と人工呼吸法 

消防事務組合救急隊
奥瀬、山川、新谷隊員 

刻
3
  

技
・
  21

(*) 
18 : 30- 

20 : 30 
訪問介護の心構え
にっいて（総論） 

五所川原保健所健康増
進課技師三上のり子 

2 
7

固
  

18 : 30- 
20 : 30 

老人のレクリエーショ
ンにっいて実習 

地域福祉センター 
指導員 藤崎 節夫 

刻
2
  

技
？
‘
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|弘大病院が「特定機能病院」に i
弘大病院が8月 1日付けで、阿佐人:r:iから「特
定機能病院」として指定されました。特}.iニ・機能

病院は、 r'，~'îl支の医療提供と研究開発・ 7ト附li2之び
医師の研修を行う病院です。これにより、雌症

山手;は似WJとして、かかり つ けの診味所やー州支

州院で診察を受け、必要があれば、 I民自rliの制介

状を持参して弘大病院で受診するようになりま

す。なお、紹介状がなくても弘大病院を受診す

ることは山米ますが、この掛合には、初診II#!.よL

有特定療養費として、 515ドiを今.仙台(1己負十r[

で力IITI~ されることとなります。

|生活講座受講生募集f働く婦人の家|
① お茶花教室 ~少ない花材であふれる思いを表現~

日時 1阿 白9月 2 1=1;午前1O1l寺~12時 ¥ 

2 同回 9 月 9 日\午後 6 時30分~8時30分/

講師 鈴木はつえ (遠州、|流家元利i佐)

②編物教室 (8jC' l誹座)~機械編みの基健から~

日時 9 月 6 日~1O月 25 日 毎週火i庁長|二i 午後

6 時30分~8 時30分 講師 島村忠美チ

③華道教室 (10凶講座)~小原流華道人I"J~

日時 9 月 12 日 ~ll片 21 日 侍週月曜日

講師 rl吟j千忠(小原汐fE::zfs:音1I誹師)

①~③の共通要点

対象者 市内に住所又は勤務先を有する女性

受講料 無料(但し材料費は各自負担願います)

幸帝め切り 定員になり次第締め切らせていただきます。

申し込みと問い合わせ

五所川原市新町働く財人の家 宮35-8898 

津軽フラワーセンター管理棟(曲水の館)

i団自町医

一どうぞご利用ください-

b利用期間 4ドボ年始の12月27Il ~ 1 Jl 5 11ま

でを除いた11);11。

b利用時間と使用料

午 前 8 : 30~ 正午 2，000円

正午~午後4 : 30 3，000円

使用延長は、 1 n-'l'II¥Jごとに、 700円

又、毎週水曜日と円曜日は、無料凡学がで

きます。

b利用出来る棟

茶室棟・広ITり棟

0市外の方もどうぞ。

じ〉問い合わせ・申し込み

廷!J没膏1I者|叶i [J~1予を訊ミ

宮内線369

老人介護講習会受講生募集f 働く婦人の家
最近の急速な高齢化に伴う介護従事者を養成するた

め、例婦人少年協会の協力を得て下記の日程により介

護講習会を開催します。皆さんのご受講をお待ちして

おります。 受講資格 女子労働者ー及び勤労者家庭の

日(曜日) 実施時1M! 講座内容 議 白石 名 時間数

9/12 18 : 15~ 開講式
(月) 18: 30 

18 : 30~ 高齢者福祉に関す 福祉事務所高齢者対策
2 

20 30 る一般的問題 係長寺EU ill夫
13 18 : 30~ 老人の心政!とその 凶北病院キJi神科
(火) 20: 30 接し方 医長大森 究

2 

14 18: 30~ 老人の身体の特徴 西北病院第一内科
2 

(水) 20 30 と注意点について 科長諏訪義光

16 18: 30~ 介護に関する環境 西北病院理学療法士
2 

(金) 20: 30 作りについて 桜庭 尚一

19 18: 30~ 就業にあたっての 特即日養護老人ホーム青山荘
2 

(月) 20: 30 心mえ l羽長 島村吉三久

20 18: OO~ 救急法気道確保 消防ll~務組合救急、隊 尖技
(火) 21 : 00 と人工呼吸法 奥瀬、山川、車Ii谷隊員 3 

21 18' 30~ 訪問l介護の心構え 五所川原保健所健康熔
(水) 20: 30 について(総論) 進課技師 三上のり子

2 
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主婦でこれまでに老人介護の講習会を受けたことのあ

る方 募集人員 20名 受講料 無料 締め切り 定

員になり次第締め切ります 申し込み・問い合わせ

五所川原市新町働く婦人の家 835 -8898 

日(曜日) 実施時間 講座内容 5茸 師 名 時間数

9/22 18: OO~ 老人食の知識と調理案 五所川原保健所健康地 (実技1)
(木) 21: 00 習(食事介助1時間) 進課主幹白崎税 3 

26 18 . 30~ 介護の技術 特車l養護老人ホーム青山在 実技
(月) 20: 30 移動動作の介助 主任察母坂本まゆみ 2 

27 18: 30~ 介護の技術 特日!養護老人ホーム青山荘 実技

(火) 21 : 00 n常!lliJf乍の介助 主任寮母坂本まゆみ 2.5 

28 18 : 30~ 老人との接し方 地域福祉センター 実技

(水) 21: 00 対話 ・朗読 介助員寺回冨士子 2.5 

29・30 18: 30~ 福祉事務所前齢者対策

(木・金) 20: 30 
.'I~例研究

係長寺田建夫
4 

10/3 10: OO~ (施設;J:i将)青山荘(A-B-C-D班) 実技6
~6 16: 00 地域福祉センター(D-C-B-A班) 災技6

7 18: 30~ 老人のレクリー|地域福祉センター 笑技

(金) 20 30 ンについて実習 指導員藤崎 節夫 2 



麻しん（はしか）の 
予防接種 

対象 平成 3年9月 1日～平成 5自-8月31日生

まれの幼児。 

（すでに、はしかの予防接種を受けた幼児、又

はもうはしかにかかった幼児は対象になりませ

ん。） 

実施期間 9月 5 日（月）-9月10日（土）まで。 

実施方法 下記の医療機関で直接受けてくださ 

持参するもの ①母子健康手帳。 

②予防接種の問診票に必要事項を記入の上、持

参してーください。 

’ 注意事項 問診票のない方は、市保健環境課、 

保健センター、下記の医療機関に用意してあり

ますのでご利用ください。 

⑥実施医療機関および受付時間 

医療機関名 
受 付 時 間 

備 	考 
午 前 午 後 

江渡内科医院 
8 : 30- 

11: 30 
1 	: 30--- 

5 】 00 
土
午
 
曜

後
 
日

Q
v
 

0
 
0
 

ま
 
で
 

 

『
児
 

兼
小
 
平

l
 

内
医
 
科
院
 

科
  

9 : 00- 
12 】 00 

1 : 30- 
5 : 00 

土曜日 
午前9.00-- 12 】 00 
午後1 】 30--3 :00 

田
月
 

川
内
 
崎
年
 
月

医
 
科
院
 

旨
科
 
腸

ミ
一
 
 

9 : 00- 
12 : 00 

2 】 00- 
5 : 00 

土曜日 
午後休診 

藤
l
 

内
医
 
科

院
 

佐
小
 
月

児
 

科
  

8 : 30---
ii: 30 

2 : 00- 
4 】 30 

木、土曜日 
午後休診 

西北中央病院 3 】 00--- 
3 : 30 

9月の 
5.6、9 日のみ 

‘ノ

】H
ノ
 

瀬ク
 
ニ
 
内
ッ
 
科
ク
 

 

8 : 30- 
12 : 00 

2 : 00--- 
5 : 30 

土曜日 
午後休診 

対 馬 内 科
小 児 科 医 院 

1 : 30- 
3 : 00 土曜日 休診 

冨 田 胃 腸 科 9 : 00- 2 : 00- 木、土曜日 
内 科 医 院 12 : 00 5 : 00 午後休診 

都谷森小児科医院 
9 】 00- 

12 : 00 
1 】 30- 

5 : 00 
土曜日 

午後休診 

永 田 小 児 科 8 : 30- 1 : 00- 木、土曜日 
内 科 医 院 12 : 00 5 : 30 午後休診 

白生会胃腸病院 9 : 00-
ii: 30 

土曜日 
午後休診 

増 田 病 院 
9 】 00-
ii: 00 

2 : 00- 
4 : 00 

土曜日 
午後休診 

三 好 診 療 所 
10 : 00- 

12 : 00 
2 : 00- 

3 : 00 
土曜日 

午後休診 

9 : 00--- 2 : 00--- 土午
 
曜

前
 
日
1
1
 
0
 
0
 

ま
 
で
 

森 田 診 療 所 ii: 00 4 】 00 

移動採血車が来ます 
※献血していただいた方に生化学的検査サービス

献血をしてくださった方には、肝臓・腎臓な

どの内臓機能の働きを調べる血液検査を行い、 

後日結果をお知らせします。 

期 日 時 	間 場 	所 

9月10日 

（土） 

午前9時30分加

午後 3時00分妊 

五所川原消防署前 
（世界平和祈願チャリ

テイーバザー協賛） 

9月14日 

（水） 

午前9時30分加 

11時00分妊 

小曲農村婦人の家前 
（赤十字奉仕団 

小曲分団協賛） 

午後12時30分加 

2時00分まで 

コミュニテイセンター飯 
詰前（赤十字奉仕団 

飯詰分団協賛） 

午後 2時30分fr, 
4時00分妊 

五所川原東高等学校前 

9月26日 

（月） 

午前 9時30分加

午後 4時00分妊 

津軽東芝音響株式会社 

敷地内 

重度心身障害者医療費の受給者証及び

受給者決定通知書が更新されます 

平」i父 6年10月1 日から新しい受給者証及び受

給者決定通知書になります。 

なお、今まで助成を受けていた、身体障害者

手帳1級・ 2級・ 3級（内剖郊章害）及び愛護手

帳A所持の方でも、一定額E太上の所得があった

場合、月勾戎 6年10月1日から医療費の助成を受

けることができなくなる場合があります。 

※ 更新の通知があった方は、身倒郊章害者手帳 

（愛護手帳）、健康保険証、印鑑を持参し、福

祉事務所で更新の手続きをしてください。 

問い合わせ 市福祖二事務所 福祉二課福祉係 

（内線371) 

平成 6年度市合同金婚式 

対象ご夫婦はお申し込みを―。 

今年も、 さかでたく結婚50年を迎えられた長寿 

ご夫婦を心からお祝いするため、合同金婚式】を 

開催します。 

対象夫婦 婚姻以来50年（昭和19年婚姻）を経 

過したご夫婦。 

申し込み締め切り 平成6年9月20日（ど大） 

日時、場所については、追ってお知らせします。 

お申し込み 市福祉事務所高齢者対策課又は、 

各支所窓口へ。 

問い合わせ 市福祉事務所高齢者対策課 

（内線 294) 

平成6年9月1日 14 

「麻しん(はしか)の | 
予防接種J

| 移動採血車が来ます E 
※献血していただいた方に生化学的検査サービス

献 lfrlを してくださったノjには、月刊政 ・科目放な

対象 平成3年 9月 1日~平成5年 8月311=1生 どの内臓機能の仰Jきを品目jベるlIll液検究を行い、

まれの幼児。 後 H結果をお知らせします。

(すでに、はしかの予防接種を受けた幼児、又

はもうはしかにかかった幼児は対象になりませ

λノ。)

実施期間 9 月 5 日(月 )~9 月 10 円(土)まで。

実施方法 下記の医療機 関で直接受けてくださ

レ、。

持参するもの ①母子健康手帳。

②予防接種の問診票に必要事項を記入の上、持

参してください。

注意事項 問診票のない方は、市保健環境課、

保健センタ一、下記の医療機関に用意しであり

ますのでご利用ください。

。実施医療機関および受付時間

医療機関名
受付時間

備 考
午前 午後

江渡内科医院
8 : 30~ 1 : 30~ 土曜日
11 : 30 5 : 00 午後3: 00まで

兼平内科 9 ・ OO~ 1 : 30~ 
土午午曜前後9n ∞~12 ∞ 

小児科医院 12 : 00 5 : 00 1 : 30~3 ∞ 

川崎胃腸科 9 : OO~ 2 : OO~ 土曜日
内 科 医 院 12 : 00 5 : 00 午後休診

佐 藤 内 手ト 8 : 30~ 2 : OO~ 木、土眼目
小児科医院 11 : 30 4 : 30 午後休診

西北中央病院 3 : OO~ 9月の
3 : 30 5、6、9日のみ

瀬川 内 科 8 : 30~ 2 : OO~ 土曜日
クリニック 12: 00 5 : 30 午後休診

対馬内科 1 : 30~ 
土曜日休診小児科医院 3 : 00 

冨田胃腸科 9 : OO~ 2 : OO~ 木、土曜日
内 科 医 |淀 12: 00 5 : 00 午後休診

都谷森小児科医院
9 : OO~ 1 : 30~ 土曜日
12 : 00 5 : 00 午後休診

永田小児科 8 : 30~ 1 : OO~ 木、土曜日
内 科 医 目先 12 : 00 5 : 30 午後休診

白生会胃腸病院 9 : OO~ 七曜日
11 : 30 午後休診

増 回 病 院
9 : OO~ 2 : OO~ 土曜日
11 : 00 4 : 00 午後休診

三 好診療所
10 : OO~ 2 : OO~ 土曜日
12: 00 3 : 00 午後休診

森田診療所
9 : OO~ 2 : OO~ 土曜日
11 : 00 4 : 00 午前11: 00まで

期日 H寺 nn 場ー fiJr 

9月10日 午前9s寺30う〉から 五所川原消防署西il

(土) 午後3時00分まで
(世界平和祈願チャリ
ティーバザー協賛)

午前9時30分から 小曲農村婦人 の家出I

11時00分まで
(赤十字奉仕団
小曲分間協まま)

9月14日 午後12時30分から コミュニティセンター飯

(水) 2時00分まで
諾前(赤卜字奉仕団

飯詰分団協賛)

午後2時30分机
五所川原東高等学校古ij

4時00分まで

9月26日 午前9時30分から 津軽東芝音響株式会社

(月) 午後4時00分まで 敷地内

z ~圃言 E33 直 観 5. 言;f1:t~・E 霊翠亙盟国蓬彊軍国
平成6年10月 1日から新しい受給者証及び受

給者決定通知書になります。

なお、今まで助成を受けていた、身体障害者

手帳 1級 ・2級 ・3級(内部障害)及び愛誰手

11長A所持の方でも、一定額以上の所得があった

場合、平成6年 10月 11=1から医療費の助成を受

けることができなくなる場合があります。

※更新の通知があった方は、身体 障害者手帳

(愛護手11長)、健康保険証、印鑑を持参し、制

祉事務所で、更新の手続きをしてください。

問い合わせ 市福祉事務所福祉課福祉係

(内線371)

平成6年度市合同金婚式目
対象ご夫婦はお申し込みを一。

今年も、めfでたく結姉50年を迎えられた長持

ご夫婦を心からお祝いするため、合同金婚式を

開催します。

対象夫婦 婚姻以来50年(昭和19年婚姻 )を経

過したご夫婦。

申し込み締め切り 平成 6年 9j-J 20 I三I(火)

日時、場所については、追ってお知らせします。

お申し込み 市福祉 事務所高齢者対策課又は、

各支所窓口へ。

問い合わせ 市福祉 事務所高齢者対策課

(p人Jin泉 294)

平成6年9対1日 14 
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r 	 

、 	市役所 f35-21 11 

敏含糾る健康相談室 
）対象 五所川原にお住まいの方で、 ご自身及 

び家族の身体ぐあいの事で心配されている方 

レ内容 血圧相談、病気の相談、心の相談 

健康についての話し 

レ料金 無 料 

レ持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

保健婦が相談に応5じます 

開催場所 開催月日 開催時間 はなしのテーマと時間 

新宮集会所 
9 月12日 

（月） 

13:30- 
14:30 

家族カ漁に倒れた時・・・

あなたができること 
(14 : 00-14 : 30) 

コミュニテイ
センター長橋 

9 月12日 

（月） 

13:00-- 
14:30 

坂ノ上集会所 
9 月12日 

（月） 

12:30- 
13:30 尿検査 

姥落集会所 
9 月14日 

（水） 

10:30- 
12:00 

こころの健康 

(10 : 30--11 : 00) 

田川集会所 
9 月14日 

（水） 

10: 30- 
12:00 

家族カ惚に倒れた時・・・

あなたができること 
(11 : 30-12 : 00) 

石田坂公民館 
9 月14日 

（水） 

10:30- 
12:00 

ストレスとハサミは使い 
よう 	あなたのストレス 

‘コントロ一ル法 
(11 : 30-12 : 00) 

福祉会館 
9 月19日 

（月） 

10:00- 
12:00 

ボケは一日にしてなら
ず～ボケないために 

(10 : OO-iO :30) 

コミュニテイ

センター敷島 
9 月19日 

（月） 

13: 00- 
15:00 

家族カ漁に倒れた時・・・

あなたができること 
(14 : 30-15 : 00) 

尻無集会所 
9 月21日 

（水） 

10: 30- 
12:00 

松島会館 
9 月21日 

（水） 

10:00- 
11:30 

元気が一番！心臓病
の予防にっいて 

(11 : 10-li :30) 

コミュニテイ

センター栄 
9 月21日 

（水） 

子供の相談（10: 00-12: 00) 
成人病の相談（13:00-14:00) 

三浦駿也ちゃん （湊 千鳥） 
母・ゆき子さん 今やっと歩けるようになり

ました。 病気をしたこともなく、 とても元気てる

す。 このまま健康で、将来は、思いやりのある

やさしい人にーと思います。 

9月の保健センター相談日 

種 別 開 設 日 内 	容 

母と子一の

相談日 

第1・第 3（水） 

9 月 7・日・21日 

10時～12時 

13時～15時 

（第3 の午後は

予約相談です） 

乳児・幼児の発

達相談、育児の

相談、お母さん

の悩みごと相談

など 

成人の 

木目診乏日 

第 2・第 4（水） 

9 月14日・28日 

10時～12時 

13時～15時 

（第4 の午後は

予糸勺相談です） 

血圧の相談、食 

事の相談、心身

でこンし配なこと

など 

予糸勺相談は随時、電話で受けイ寸けます。 

長肖 月 ⑨
 

みんなの健康教室 
9 月30日 （金） 午後 1日寺から 

市保健センター 

斎藤信哉先生（白生会胃腸病院） 

変形」生関節症について一 

五所川原市民保健協議会 

北五医師会 

レ
レ

レ
レ
レ
 

時
 
所
 
師
 

日
 
場
 講
 フーーマ

主 催 

併のひ~.. ~鋤・満 1 歳①月 方月
間

E
R

n35-2官官'

|なmする健康相談室 |

市役所

c>対象 五所川原にお住まいの万で、ご自身及

び家族の身体ぐあいの・JJで心配されている方

c>内容 血圧相談、病気の相談、心の相，淡

健康についての話し

b料金 無料

c>持参するもの 健康手帳(お持ちの方)

保健鮒が相談に応、じます (湊・千鳥)

母・ゆき子さん 今やっと歩けるようになり

ました。病気をしたこともなく、とても元気で

す。このまま健康で、将来は、思いやりのある

やさしい人にーと思います。

ちゃん

|~EJの保健センター相談日 E
種別 |刻 設 H 内 事

~D ・第 3(水)
乳児 ・幼児の発

9月 711・21日
母とイーの 10時~12時

達相談、育児の

相談日 13f1与 ~15時
相談、お母さん

(努~ 3σつLf千ffi:fま
の悩みごと相談

予約制|談です)
など

第 2・第 4(水)

9 H 14U .28日 血圧の相談、食
成人の 10時~12時 エ:J¥:のキ11談、心身

ね I~炎 H 13時~15時 でご心配なこと

(第 4の午後は など

予約キ11談です)

予約相談は随時、 i'[t話で受けイ、jけます。

EZ'耳慣宿閣，3E過言.
9月30上1(金)

市保健センター

斎藤信哉先生 (白生会問腸病院)

変形性関節症について

丘所川原市民保健協議会

北五医師会

午後 l時からc>日時

c>場所

c>講師

c>テーマ

c>主催

開催場所 開催月日 開催時間 はなしのテーマとH寺問

9月12日 13・30-
家族が急に倒れた時・.. 

新宮集会所
(月) 14:30 

あなたができること

(14 : 00-14 : 30) 

コミュニティ 9月12日 13・00-
センター長橋 (月) 14:30 

坂/上集会所
9 J=J 12日 12:30-

尿検査
(月) 13:30 

姥治集会所
9月14日 10・30- こころの健康
(水) 12:00 (10 : 30-11 : 00) 

9月14日 10:30-
田川集会所

(水) 12:00 
あなたができること

(11 : 30-12 : 00) 

9月14日
ストレスとハサミは使い

石田坂公民館
10:30- ょう あなたのストレス

(水) 12:00 -コントロール法
(11 : 30-12 : 00) 

9月19日 10:00-
ボケは一日にしてなら

福祉会館 ず~ボケないために
(月) 12:00 

(10 : 00-10 : 30) 

コミュニティ 9月19日 13:00-
家族が急に倒れたl時・.. 

センター敷島 (月) 15・00
あなたができること

(14 : 30-15 : 00) 

尻無集会所
9月21日 10:30-
(水) 12:00 

9月21日 10・00-
冗気が一番 1心臓病

十公島会館 の予防について
(水) 11: 30 (11 : 10-11 : 30) 

コミュニティ 9月21日 子供の相談(10:00-12: 00) 
センタ一栄 (水) 成人病の相談(13:00-14: 00) 

内線268・272保健環境課平成6年9月1日15 
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いく せ 	もり 

―幾世の杜であそんじゃおう！- 
と き 9 月10日（土）10日寺オープン 

11日寺・ 2 時の 21亘］公演 

ところ ふるさと交流圏民センター 

☆「かでで」 まつり特別公演 

人形劇団 えりっこ 

「ゆかいなハンス」 

(1井演 「子犬ちゃんのおはなし」） 

☆内容 

@）子ども市コーナー 

子どもの手づく りの店です。 

君の友だちが店長だよ。 

~ 	くふ、うがいっぱい。 

’ 	すてきなお店がならんでいます。 

@）つくって遊ぼうコーナー 

びっく りパイプ、 びっく り力メラ 

輪なげやかき氷も作れます。 

ジャンケンロボッ トも来るよ。 

グー、 ヲニョキ、 ノくーて明券てるかな？ 

一前売券発売一 

カ、て三て下チケッ ト 1 .000円 

／ゆかいなハンス鑑賞券＼ 

、つくってあそぼ参加券ノ 

カ、でーでピラフ 200円 

（福神漬けつきノ） 

五所川原おやこ劇場 

本町50-4 東奥日報4F " 34-2170 

あきんど 

五所川原商人まつり 

期日 平成 6年9月 9 日（金） 

ヘノ 9月15日（木） 

場所 中心商店街 

内容 ①市制施行40周年記念 

セール 

(9月 9 日～ 9月15日） 

②へっちょ踊り・へっちょ踊 

りコンテスト 

(9月15日午後 3時～ハイカ 

ラ通り） 

③わくわく ドキドキナ才由選会 

(9月15日午後 4時～青銀駐三 

車場） 

④各種イベント、 スタンプHご 

ールf也 内容盛りだくさん 

友
美
ち
ゃ
ん
「
お
母
さ
ん
の
作
っ

て
く
れ
る
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
と
っ
て
 
ー
 

も
お
い
し
い
ノ
空
き
瓶
で
人
形
を
 
一

作
っ
た
り
、
あ
や
と
り
を
し
て
遊
 
一

ぶ
の
が
大
好
き
。
 

一

お
母
さ
ん
「
元
気
で
と
て
も
や
さ
 
ー
 

し
い
子
で
す
。
家
の
事
を
な
ん
で
 
ー
 

も
手
伝
「
て
く
れ
る
し
、
下
の
子
 
一

達
の
面
倒
も
よ
く
見
て
く
れ
る
ん
 
一
 

で
す
よ
。
 

一
 

玉ぐしをささげる関係者 

一
え
玉
「マ
マ
が
ご
は
ん
を
 

表
紙
一

か

G
名
～
敬

よ
」
 

「女
子
部
の
井
戸
」
復
興
工
事
に
着
手
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
青
年
部
 
L
 

八
月
＋
日
、
市
内
川
端
町
で
女

子
部
の
井
戸
復
興
事
業
に
係
る
神

事
が
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
五
十
人

が
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
青
年
部
 

（山
口
孝
夫
会
長
）
で
は
、
多
く

の
市
民
の
生
命
の
水
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
た
こ
の
井
戸
の
歴
史
と

役
割
を
後
世
に
伝
え
る
と
共
に
、
 

市
民
の
心
の
ふ
る
さ
と
の
場
に
と
、
 

復
興
事
業
に
着
手
し
た
も
の
で
す
。
 

お
盆
過
ぎ
か
ら
本
格
的
な
工
事

に
入
り
、
九
月
二
十
日
に
は
新
し

い
井
戸
の
ほ
か
、
ロ
か
ら
水
の
出

る
、
虫
お
く
り
の
虫
を
か
た
ど
つ

た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
も
建
て
ら

れ
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
り
ま

す
。
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ー幾世の杜であそんじゃおう 1-

9月 10日〈土)1 0時オープン

11時・ 2時の 2回公演

ところ ふるさと交流国民センタ一

会 「かででJ まつり特別公演

人形劇団 えりっこ

「ゆかし、なハンス」

(併演 「子犬ちゃんのおはなし j)

食 内容

。 子ども市コーナ一

子どもの手づくりの庖です。

君の友だちが庖長だよ。

く与、うカfいつ l;tL、。

すてきなおl苫がならんでいます。

@ つくって遊ぼうコーナー

びっくりノfイプ、びっくりカメラ

輪なげやかき氷も作れます。

ジャンケン ロボッ 卜も来るよ。

グ 一、チヨキ、パーでE券てるかな?

=前売券発売=

かででチケット 1.000円

(ゆかいなハンス鑑賞券)

つくってあそぼ参加 券/

かででピラフ 200円

(福神漬けっき/)

五所川原おやこ劇場

本 町50-4東奥日報4F

きと

「
女
子
部
の
井
戸
」
復
興
エ

五
所
川
原
商
工
会

八
対
寸
目
、
市
内
川
端
町
で
女

子
部
の
井
戸
復
興
事
業
に
係
る
神

事
が
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
五
十
人

が
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

笠宮34-2170 

l五所川原臥わ川

玉ぐしをささげる関係者

五
所
川
以
商
工
会
議
所
青
年
部

(山
口
孝
夫
会
長
)
で
は
、
多
く

の
市
民
の
生
命
の
水
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
た
こ
の
井
戸
の
歴
史
と

役
割
を
後
世
に
伝
え
る
と
共
に
、

市
民
の
心
の
ふ
る
さ
と
の
場
に
と
、

復
興
卒
業
に
若
手
し
た
も
の
で
す
。

お
盆
過
ぎ
か
ら
本
格
的
な
工
事

に
入
り
、
九
月
二
十
円
に
は
新
し

い
井
戸
の
ほ
か
、
口
か
ら
水
の
出

る
、
虫
お
く
り
の
虫
を
か
た
ど
っ

た
そ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
も
建
て
ら

れ
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
り
ま

す
。

期日 平成6年 9月 9Il (金)

~ 9 月 15 日(木)

場所 中心商J;5街

内容 ①市制施行40周 年記念

寸主」ーノレ

(9 月 9 日 ~9 月 15 日)

②へっちょ踊り ・へっちょ踊

りコンテスト

(9月15日午後 3時~ハイカ

ラi辺り )

③わくわくドキ ドキ大抽選会

(9月15日午後4時~青銀駐

車場)

④各種イベン ト、 スタンプセ

ーノレ他内容盛り だくさん
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